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(57)【要約】
【課題】マルチキャリアアグリゲーションを支援する無
線接続システムにおいて好適な非周期的チャネル状態情
報フィードバック方法を提供すること。
【解決手段】ＣＡ方式を支援する無線接続システムにお
いて端末がＣＳＩを非周期的にフィードバックする方法
であって、基地局から非周期的ＣＳＩ要請フィールド及
び上りリンクグラントを含む第１のメッセージを受信す
ることと、前記基地局から、前記ＣＳＩの測定対象とな
るＤＬ　ＣＣを示すビットマップ情報を含む第２のメッ
セージを受信することと、前記非周期的ＣＳＩ要請フィ
ールド、前記上りリンクグラント及び前記ビットマップ
情報のうち一つ以上を考慮して前記ＣＳＩを測定するこ
とと、前記測定したＣＳＩを非周期的にフィードバック
するためにＰＵＳＣＨを通じて前記基地局に伝送するこ
とと、を含む、非周期的フィードバック方法。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチキャリアアグリゲーションを支援する無線接続システムにおいてチャネル状態情
報（ＣＳＩ）を非周期的にフィードバックする方法であって、前記方法は、
　非周期的ＣＳＩフィードバックがトリガされる２つ以上のセルを指示する無線リソース
制御（ＲＲＣ）信号をユーザ機器（ＵＥ）によって受信することと、
　ＣＳＩ要請フィールドを含む上りリンクグラントを前記ＵＥによって受信することであ
って、前記ＣＳＩ要請フィールドは、前記２つ以上のセルが前記非周期的ＣＳＩフィード
バックに対してトリガされることを指示する、ことと、
　前記ＲＲＣ信号によって指示された前記２つ以上のセルに対する前記非周期的ＣＳＩフ
ィードバックを含む物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）信号を前記ＵＥによって
送信することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ＲＲＣ信号によって指示された前記セルの前記ＣＳＩを測定することをさらに含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＳＩ要請フィールドは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット０に含まれ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＰＵＳＣＨ信号は、ＰＤＣＣＨ信号受信の後４サブフレームで送信される、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＣＳＩ要請フィールドのサイズは、前記２つ以上のセルが前記非周期的ＣＳＩフィ
ードバックに対してトリガされることを指示するための２ビットに設定される、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　マルチキャリアアグリゲーションを支援する無線接続システムにおいて非周期的フィー
ドバックチャネル状態情報（ＣＳＩ）を受信する方法であって、前記方法は、
　非周期的ＣＳＩフィードバックがトリガされる２つ以上のセルを指示する無線リソース
制御（ＲＲＣ）信号を基地局（ＢＳ）によって送信することと、
　ＣＳＩ要請フィールドを含む上りリンクグラントを前記ＢＳによって送信することであ
って、前記ＣＳＩ要請フィールドは、前記２つ以上のセルが非周期的ＣＳＩフィードバッ
クに対してトリガされることを指示する、ことと、
　前記ＲＲＣ信号によって指示された前記２つ以上のセルに対する前記非周期的ＣＳＩフ
ィードバックを含む物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）信号を前記ＢＳによって
受信することと
　を含む、方法。
【請求項７】
　前記ＣＳＩ要請フィールドは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット０に含まれ
る、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＰＵＳＣＨ信号は、ＰＤＣＣＨ信号受信の後４サブフレームで受信される、請求項
６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＣＳＩ要請フィールドのサイズは、前記２つ以上のセルが前記非周期的ＣＳＩフィ
ードバックに対してトリガされることを指示するための２ビットに設定される、請求項６
に記載の方法。
【請求項１０】
　マルチキャリアアグリゲーションを支援する無線接続システムにおいてチャネル状態情
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報（ＣＳＩ）を非周期的にフィードバックするユーザ機器（ＵＥ）であって、前記ＵＥは
、
　送信モジュールと、
　受信モジュールと、
　前記ＣＳＩの非周期的フィードバックを支援するプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、前記受信モジュールを制御して、前記非周期的ＣＳＩフィードバッ
クがトリガされる２つ以上のセルを指示する無線リソース制御（ＲＲＣ）信号を受信する
ことと、ＣＳＩ要請フィールドを含む上りリンクグラントを受信することであって、前記
ＣＳＩ要請フィールドは、前記２つ以上のセルが前記非周期的ＣＳＩフィードバックに対
してトリガされることを指示する、こととを行い、
　前記プロセッサは、前記送信モジュールを制御して、前記ＲＲＣ信号によって指示され
た前記２つ以上のセルに対する前記非周期的ＣＳＩフィードバックを含む物理上りリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）信号を送信する、ユーザ機器。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記ＲＲＣ信号によって指示された前記セルの前記ＣＳＩをさらに
測定する、請求項１０に記載のユーザ機器。
【請求項１２】
　前記ＣＳＩ要請フィールドは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット０に含まれ
る、請求項１０に記載のユーザ機器。
【請求項１３】
　前記ＰＵＳＣＨ信号は、ＰＤＣＣＨ信号受信の後４サブフレームで送信される、請求項
１０に記載のユーザ機器。
【請求項１４】
　前記ＣＳＩ要請フィールドのサイズは、前記２つ以上のセルが前記非周期的ＣＳＩフィ
ードバックに対してトリガされることを指示するための２ビットに設定される、請求項１
０に記載のユーザ機器。
【請求項１５】
　マルチキャリアアグリゲーションを支援する無線接続システムにおいて非周期的フィー
ドバックチャネル状態情報（ＣＳＩ）を受信する基地局（ＢＳ）であって、前記ＢＳは、
　送信モジュールと、
　受信モジュールと、
　前記ＣＳＩの非周期的フィードバックの受信を支援するプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、前記送信モジュールを制御して、前記非周期的ＣＳＩフィードバッ
クがトリガされる２つ以上のセルを指示する無線リソース制御（ＲＲＣ）信号を送信する
ことと、ＣＳＩ要請フィールドを含む上りリンクグラントを送信することであって、前記
ＣＳＩ要請フィールドは、前記２つ以上のセルが前記非周期的ＣＳＩフィードバックに対
してトリガされることを指示する、こととを行い、
　前記プロセッサは、さらに、前記受信モジュールを制御して、前記ＲＲＣ信号によって
指示された前記２つ以上のセルに対する前記非周期的ＣＳＩフィードバックを含む物理上
りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）信号を受信する、基地局。
【請求項１６】
　前記ＣＳＩ要請フィールドは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット０に含まれ
る、請求項１５に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記ＰＵＳＣＨ信号は、ＰＤＣＣＨ信号受信の後４サブフレームで受信される、請求項
１５に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記ＣＳＩ要請フィールドのサイズは、前記２つ以上のセルが前記非周期的ＣＳＩフィ
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ードバックに対してトリガされることを指示するための２ビットに設定される、請求項１
５に記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチキャリアアグリゲーション（Ｍｕｌｔｉｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅ
ｇａｔｉｏｎ）技術を支援する無線接続システムに係り、非周期的にチャネル状態情報を
フィードバックする方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線接続システムが音声やデータなどのような種々の通信サービスを提供するために広
範囲に展開されている。一般に、無線接続システムは、可用のシステムリソース（帯域幅
、送信パワーなど）を共有してマルチユーザーとの通信を支援できる多重接続（ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システムのことをいう。多重接続システムの例には、ＣＤＭＡ
（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム、ＦＤＭＡ
（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム
、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム
、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ
　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）システム
などがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）　Ｒｅｌ－８システム（以下、
ＬＴＥシステム）は、一つのコンポーネントキャリア（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａ
ｒｒｉｅｒ）を複数の帯域に分割して用いる多重搬送波変調（ＭＣＭ：Ｍｕｌｔｉ－Ｃａ
ｒｒｉｅｒ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）方式を用いている。しかし、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａ
ｄｖａｎｃｅｄシステム（以下、ＬＴＥ－Ａシステム）では、ＬＴＥシステムよりも広帯
域のシステム帯域幅を支援するために、一つ以上のコンポーネントキャリアを結合して用
いるマルチキャリアアグリゲーション方法を用いることができる。
【０００４】
　すなわち、ＬＴＥシステムでは、複数個のＤＬ　ＣＣ及び／またはＵＬ　ＣＣを構成し
ておらず、端末にフィードバック要請がある場合にどのＣＣに対してフィードバックを要
請しているかについて不明なことがない。しかし、ＬＴＥ－Ａシステムでは、複数個のＤ
Ｌ／ＵＬ　ＣＣが結合するＣＡ状況で、複数個のＣＣが端末に割り当てられることがある
から、非周期的フィードバック要請時にどのＣＣまたはサービングセル（Ｓｅｒｖｉｎｇ
　Ｃｅｌｌ）に対してフィードバックを行わなければならないのかが不明である。
【０００５】
　本発明は、上述した問題点を解決するために案出されたるもので、その目的は、効率的
なフィードバック方法を提供することにある。
【０００６】
　本発明の他の目的は、非周期的チャネル状態情報をフィードバックする場合に、フィー
ドバックの対象となる下りリンクコンポーネントキャリア（ＤＬ　ＣＣ）またはサービン
グセルを明示的または暗黙的に指定する方法を提供することにある。
【０００７】
　本発明のさらに他の目的は、マルチキャリアアグリゲーション環境では複数個のＤＬ　
ＣＣが存在することがあるので、端末がどのＤＬ　ＣＣに対するフィードバック情報を基
地局に報告すべきかに関する端末の動作についての定義を提供することにある。
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【０００８】
　本発明で達成しようとする技術的目的は、以上に言及した事項に制限されず、言及して
いない他の技術的課題は、以下に説明する本発明の実施例から、本発明の属する技術の分
野における通常の知識を有する者には明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、マルチキャリアアグリゲーション（ＣＡ）技術を支援する無線接続システム
に関し、非周期的にチャネル状態情報をフィードバックする様々な方法及び装置を開示す
る。
【００１０】
　本発明の一様態として、マルチキャリアアグリゲーション（ＣＡ）方式を支援する無線
接続システムにおいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を非周期的にフィードバックする方法
は、基地局から非周期的ＣＳＩ要請フィールド及び上りリンクグラントを含む第１のメッ
セージを受信することと、基地局からＣＳＩの測定対象となる下りリンクコンポーネント
キャリア（ＤＬ　ＣＣ）を示すビットマップ情報を含む第２のメッセージを受信すること
と、非周期的ＣＳＩ要請フィールド、上りリンクグラント及びビットマップ情報のうち一
つ以上を考慮してＣＳＩを測定することと、測定したＣＳＩを非周期的にフィードバック
するために物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を通じて基地局に伝送することと
、を含むことができる。
【００１１】
　本発明の他の様態として、マルチキャリアアグリゲーション（ＣＡ）方式を支援する無
線接続システムから非周期的にチャネル状態情報（ＣＳＩ）のフィードバックを受ける方
法は、端末に非周期的ＣＳＩ要請フィールド及び上りリンクグラントを含む第１のメッセ
ージを伝送することと、端末にＣＳＩの測定対象となる下りリンクコンポーネントキャリ
ア（ＤＬ　ＣＣ）を示すビットマップ情報を含む第２のメッセージを伝送することと、非
周期的ＣＳＩ要請フィールド、上りリンクグラント及びビットマップ情報のうち一つ以上
を考慮して測定されたＣＳＩを、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を通じて非
周期的に受信することと、を含むことができる。
【００１２】
　本発明のさらに他の様態として、マルチキャリアアグリゲーション（ＣＡ）方式を支援
する無線接続システムにおいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を非周期的にフィードバック
する端末は、無線信号を受信する受信モジュール、無線信号を送信する送信モジュール、
及び非周期的ＣＳＩフィードバック方法を制御するプロセッサを備えることができる。こ
こで、端末は、基地局から非周期的ＣＳＩ要請フィールド及び上りリンクグラントを含む
物理下りリンク制御チャネル信号、及びＣＳＩの測定対象となる下りリンクコンポーネン
トキャリア（ＤＬ　ＣＣ）を示すビットマップ情報を含む無線リソース制御信号を、受信
モジュールを用いて受信し、非周期的ＣＳＩ要請フィールド、上りリンクグラント及びビ
ットマップ情報のうち一つ以上を考慮して、前記プロセッサを制御してＣＳＩを測定し、
送信モジュールを用いて測定したＣＳＩを非周期的にフィードバックするために物理上り
リンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を通じて基地局に伝送することができる。
【００１３】
　以上の本発明の様態において、非周期的ＣＳＩ要請フィールドが、第２のメッセージに
含まれたビットマップ情報で指示されるＤＬ　ＣＣがＣＳＩ測定対象であることを示す場
合に、端末は、ビットマップ情報が示す一つ以上のＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩを測定する
ことができる。
【００１４】
　ここで、第１のメッセージは、物理下りリンク制御チャネル信号であり、第２のメッセ
ージは、上位層信号である無線リソース制御信号であってもよい。
【００１５】
　また、第１のメッセージは、端末特定サーチスペース（ＵＳＳ）または共用サーチスペ
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ース（ＣＳＳ）を通じて伝送されてもよい。
【００１６】
　以上の本発明の様態において、非周期的ＣＳＩ要請フィールドが、システム情報ブロッ
ク２（ＳＩＢ２）と連係しているＤＬ　ＣＣがＣＳＩ測定対象であることを示す場合に、
端末はＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩを測定することができる。
【００１７】
　以上の本発明の様態は、本発明の好適な実施例の一部に過ぎず、本発明の技術的特徴が
反映された様々な実施例が、当該技術の分野における通常の知識を有する者により、後述
する本発明の詳細な説明から導出され理解されるであろう。
例えば、本願発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　マルチキャリアアグリゲーション（ＣＡ）方式を支援する無線接続システムにおいて端
末がチャネル状態情報（ＣＳＩ）を非周期的にフィードバックする方法であって、
　基地局から非周期的ＣＳＩ要請フィールド及び上りリンクグラントを含む第１のメッセ
ージを受信することと、
　前記基地局から、前記ＣＳＩの測定対象となる下りリンクコンポーネントキャリア（Ｄ
ＬＣＣ）を示すビットマップ情報を含む第２のメッセージを受信することと、
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールド、前記上りリンクグラント及び前記ビットマップ情
報のうち一つ以上を考慮して前記ＣＳＩを測定することと、
　前記測定したＣＳＩを非周期的にフィードバックするために物理上りリンク共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ）を通じて前記基地局に伝送することと、
を含む、非周期的フィードバック方法。
（項目２）
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールドが、前記第２のメッセージに含まれたビットマップ
情報で指示されるＤＬＣＣが前記ＣＳＩ測定対象であることを示す場合に、前記端末は、
前記ビットマップ情報が示す一つ以上のＤＬＣＣに対する前記ＣＳＩを測定することを特
徴とする、項目１に記載の非周期的フィードバック方法。
（項目３）
　前記第１のメッセージは、物理下りリンク制御チャネル信号であり、
　前記第２のメッセージは、上位層信号である無線リソース制御信号である、項目２に記
載の非周期的フィードバック方法。
（項目４）
　前記第１のメッセージは、端末特定サーチスペース（ＵＳＳ）を通じて伝送される、項
目２に記載の非周期的フィードバック方法。
（項目５）
　前記第１のメッセージは、共用サーチスペース（ＣＳＳ）を通じて伝送される、項目２
に記載の非周期的フィードバック方法。
（項目６）
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールドが、システム情報ブロック２（ＳＩＢ２）と連係し
ているＤＬＣＣが前記ＣＳＩ測定対象であることを示す場合に、前記端末は、前記ＤＬ　
ＣＣに対する前記ＣＳＩを測定することを特徴とする、項目１に記載の非周期的フィード
バック方法。
（項目７）
　マルチキャリアアグリゲーション（ＣＡ）方式を支援する無線接続システムにおいて非
周期的にチャネル状態情報（ＣＳＩ）のフィードバックを受ける方法であって、
　端末に非周期的ＣＳＩ要請フィールド及び上りリンクグラントを含む第１のメッセージ
を伝送することと、
　前記端末に前記ＣＳＩの測定対象となる下りリンクコンポーネントキャリア（ＤＬＣＣ
）を示すビットマップ情報を含む第２のメッセージを伝送することと、
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールド、前記上りリンクグラント及び前記ビットマップ情
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報のうち一つ以上を考慮して測定されたＣＳＩを、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）を通じて非周期的に受信することと、
を含む、非周期的フィードバック方法。
（項目８）
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールドが、前記第２のメッセージに含まれたビットマップ
情報で指示されるＤＬＣＣが前記ＣＳＩ測定対象であることを示す場合に、前記端末は、
前記ビットマップ情報が示す一つ以上のＤＬ　ＣＣに対する前記ＣＳＩを測定することを
特徴とする、項目７に記載の非周期的フィードバック方法。
（項目９）
　前記第１のメッセージは、物理下りリンク制御チャネル信号であり、
　前記第２のメッセージは、上位層信号である無線リソース制御信号である、項目８に記
載の非周期的フィードバック方法。
（項目１０）
　前記第１のメッセージは、端末特定サーチスペース（ＵＳＳ）を通じて伝送される、項
目８に記載の非周期的フィードバック方法。
（項目１１）
　前記第１のメッセージは、共用サーチスペース（ＣＳＳ）を通じて伝送される、項目８
に記載の非周期的フィードバック方法。
（項目１２）
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールドが、システム情報ブロック２（ＳＩＢ２）と連係し
ているＤＬＣＣが前記ＣＳＩ測定対象であることを示す場合に、前記端末は、前記ＤＬ　
ＣＣに対する前記ＣＳＩを測定することを特徴とする、項目７に記載の非周期的フィード
バック方法。
（項目１３）
　マルチキャリアアグリゲーション（ＣＡ）方式を支援する無線接続システムにおいてチ
ャネル状態情報（ＣＳＩ）を非周期的にフィードバックする端末であって、
　無線信号を受信する受信モジュールと、
　無線信号を送信する送信モジュールと、
　前記非周期的ＣＳＩフィードバック方法を制御するプロセッサと、
を備え、
　前記端末は、
　基地局から非周期的ＣＳＩ要請フィールド及び上りリンクグラントを含む物理下りリン
ク制御チャネル信号、及び前記ＣＳＩの測定対象となる下りリンクコンポーネントキャリ
ア（ＤＬＣＣ）を示すビットマップ情報を含む無線リソース制御信号を、前記受信モジュ
ールを用いて受信し、
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールド、前記上りリンクグラント及び前記ビットマップ情
報のうち一つ以上を考慮して、前記プロセッサを制御して前記ＣＳＩを測定し、
　前記送信モジュールを用いて、前記測定したＣＳＩを非周期的にフィードバックするた
めに物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を通じて前記基地局に伝送することを特
徴とする、端末。
（項目１４）
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールドが、前記第２のメッセージに含まれたビットマップ
情報で指示されるＤＬＣＣが前記ＣＳＩ測定対象であることを示す場合に、前記端末は、
前記プロセッサを用いて前記ビットマップ情報が示す一つ以上のＤＬ　ＣＣに対する前記
ＣＳＩを測定することを特徴とする、項目１３に記載の端末。
（項目１５）
　前記非周期的ＣＳＩ要請フィールドが、システム情報ブロック２（ＳＩＢ２）と連係し
ているＤＬＣＣが前記ＣＳＩ測定対象であることを示す場合に、前記端末は、前記ＤＬ　
ＣＣに対する前記ＣＳＩを測定することを特徴とする、項目１３に記載の非周期的フィー
ドバック方法。
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【発明の効果】
【００１８】
　本発明の実施例によれば、下記の効果が得られる。
【００１９】
　第一に、端末は基地局に效率的にチャネル状態情報をフィードバックすることができる
。
【００２０】
　第二に、端末が非周期的チャネル状態情報をフィードバックする場合に、基地局がフィ
ードバックの対象となる下りリンクコンポーネントキャリア（ＤＬ　ＣＣ）またはサービ
ングセルを明示的または暗黙的に指定するため、端末は、マルチキャリアアグリゲーショ
ン（ＣＡ）環境でも、どのＤＬ　ＣＣまたはサービングセルに対するチャネル品質測定を
するかが明確にわかる。
【００２１】
　本発明の実施例から得られる効果は以上に言及した効果に制限されず、言及していない
他の効果は、以下の本発明の実施例についての記載から、本発明の属する技術の分野にお
ける通常の知識を有する者には明確に導出及び理解されるであろう。すなわち、本発明を
実施する上での意図しなかった効果も、本発明の実施例から、当該技術の分野における通
常の知識を有する者により導出されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明の実施例で使用可能な無線フレームの構造を示す図である。
【図２】図２は、本発明の実施例で使用可能な一つの下りリンクスロットに対するリソー
スグリッド（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｇｒｉｄ）を示す図である。
【図３】図３は、本発明の実施例で使用可能な下りリンクサブフレームの構造を示す図で
ある。
【図４】図４は、本発明の実施例で使用可能な上りリンクサブフレーム構造の一例を示す
図である。
【図５】図５は、ＬＴＥシステムで用いられる多重帯域無線周波数（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）ベースの信号送受信方法を説明するための図である。
【図６】図６は、ＬＴＥシステムで用いられる複数のキャリアを複数個のＭＡＣ層が管理
する方法の一例を示す図である。
【図７】図７は、ＬＴＥシステムで用いられる一つのＭＡＣ層が一つ以上のキャリアを管
理する方法の一例を示す図である。
【図８】図８は、ＬＴＥシステムで用いられるＣＱＩ報告（ｒｅｐｏｒｔ）方法の一例を
示す図である。
【図９】図９は、本発明の実施例の一つとして、ＣＩＦを用いたフィードバック伝送方法
の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施例として、キャリアアグリゲーション（Ｃａｒｒｉｅ
ｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ：ＣＡ）環境でフィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣ（ま
たは、サービングセル）の個数によってチャネル状態情報（ＣＳＩ）を非周期的にフィー
ドバックする方法の一つを示す図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施例として、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）環境で
非周期的ＣＳＩ報告方法の一つを示す図である。
【図１２】図１２は、本発明のさらに他の実施例として、図１乃至図１１で説明した本発
明の実施例を実行できる端末及び基地局を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の実施例は、競合ベースの上りリンクチャネル信号を送受信する様々な方法及び
それらを支援する装置に関する。
【００２４】
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　以下の実施例は、本発明の構成要素及び特徴を所定の形態で結合したものである。各構
成要素または特徴は、別に明示しない限り、選択的なものとして考慮されればいい。各構
成要素または特徴を他の構成要素や特徴と結合しない形態で実施してもよく、一部の構成
要素及び／または特徴を結合して本発明の実施例を構成してもよい。本発明の実施例で説
明される動作の順序は変更されてもよい。ある実施例の一部の構成や特徴は、他の実施例
に含まれてもよく、他の実施例の対応する構成または特徴に取り替えられてもよい。
【００２５】
　図面についての説明において、本発明の要旨を曖昧にするような手順または段階などは
記述を省略し、当業者のレベルで理解できるような手順または段階も記述を省略した。
【００２６】
　本明細書では、本発明の実施例を、基地局と端末との間におけるデータ送受信の関係を
中心に説明する。ここで、基地局は、端末と直接通信を行うネットワークの終端ノード（
ｔｅｒｍｉｎａｌ　ｎｏｄｅ）としての意味を有する。本文書で、基地局により行われる
とした特定動作は、場合によっては、基地局の上位ノード（ｕｐｐｅｒ　ｎｏｄｅ）によ
り行われることもある。
【００２７】
　すなわち、基地局を含む複数のネットワークノード（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｎｏｄｅｓ）か
らなるネットワークにおいて、移動局との通信のために行われる種々の動作は、基地局、
または基地局以外の他のネットワークノードにより行うことができる。ここで、「基地局
」は、固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）、Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ
）、進展した基地局（ＡＢＳ：Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、アクセ
スポイント（ＡＰ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）などの用語に代えてもよい。
【００２８】
　また、「端末（Ｔｅｒｍｉｎａｌ）」は、ユーザー機器（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐ
ｍｅｎｔ）、移動局（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、加入者端末（ＳＳ：Ｓｕ
ｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、移動加入者端末（ＭＳＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂ
ｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、移動端末（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、進
展した移動局（ＡＭＳ：Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）などの用語
に代えてもよい。
【００２９】
　また、送信端は、データサービスまたは音声サービスを提供する固定及び／または移動
ノードのことを指し、受信端は、データサービスまたは音声サービスを受信する固定及び
／または移動ノードのことを指す。そのため、上りリンクでは、移動局が送信端になり、
基地局が受信端になり得る。同様に、下りリンクでは、移動局が受信端になり、基地局が
送信端になり得る。
【００３０】
　本発明の実施例は、無線接続システムであるＩＥＥＥ　８０２．ｘｘシステム、３ＧＰ
Ｐ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）システ
ム、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム及び３ＧＰＰ２システムの少なくとも一つに開示された標
準文書でサポートでき、特に、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．
２１２、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３及び３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３２１の文書でサポ
ートすることができる。すなわち、本発明の実施例において説明していない自明な段階ま
たは部分については上記文書を参照して説明することができる。また、本文書で開示して
いる全ての用語についても上記標準文書により説明することができる。
【００３１】
　以下、本発明の好適な実施の形態を、添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の図
面と共に以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施の形態を説明することを
意図しているもので、本発明が実施されうる唯一の実施の形態を表しているものではない
。
【００３２】
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　また、本発明の実施例で用いられる特定用語は、本発明の理解を助けるために提供され
たもので、これらの特定用語の使用は、本発明の技術的思想から逸脱しない範囲で別の形
態に変更されてもよい。
【００３３】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）などのような種々
の無線接続システムに用いることができる。
【００３４】
　ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ）とすることができる。ＴＤＭＡは、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａ
ｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａ
ｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術とすること
ができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．
１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２－２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲ
Ａ）などのような無線技術とすることができる。
【００３５】
　ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）　ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏ
ｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを用いるＥ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ）の
一部であり、下りリンクでＯＦＤＭＡを採用し、上りリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを採用する
。ＬＴＥ－Ａ（Ａｄｖａｎｃｅｄ）は、３ＧＰＰ　ＬＴＥから進展したシステムである。
本発明の技術的特徴についての説明を明確にするために、以下では、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａシステムを中心に述べるが、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅ／ｍシステムなどにも
同様の適用が可能である。
【００３６】
　１．３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ＿Ａシステムの基本構造
　図１は、本発明の実施例で使用可能な無線フレームの構造を示す図である。
【００３７】
　無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）は、１０個のサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍ
ｅ）で構成され、１サブフレームは２個のスロット（ｓｌｏｔ）で構成される。１サブフ
レームの伝送にかかる時間をＴＴＩ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒ
ｖａｌ）という。ここで、１サブフレームの長さは１ｍｓであり、１スロットの長さは０
．５ｍｓである。
【００３８】
　１スロットは、時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ）で複数のＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇ
ｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボ
ルを含み、周波数領域で複数のリソースブロック（ＲＢ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ
）を含む。ＯＦＤＭシンボルは、下りリンクでＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ）方式を
用いる３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムにおいて１シンボル区間（ｓｙｍｂｏｌ　ｐｅｒｉｏｄ
）を表現するためのものである。すなわち、ＯＦＤＭシンボルは、多重接続方式によって
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルまたはシンボル区間とも呼ばれる。ＲＢは、リソース割当単位に
１スロットで複数の連続する副搬送波を含む。
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【００３９】
　図１の無線フレームの構造は例示に過ぎず、無線フレームに含まれるサブフレームの数
、サブフレームに含まれるスロットの数、及びスロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数
は様々に変更可能である。
【００４０】
　図２は、本発明の実施例で使用可能な一つの下りリンクスロットに対するリソースグリ
ッド（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｇｒｉｄ）を示す図である。
【００４１】
　下りリンクスロットは、時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ）で複数のＯＦＤＭシンボ
ルを含む。図２では、一つの下りリンクスロットが７個のＯＦＤＭシンボルを含み、一つ
のリソースブロック（ＲＢ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）は、周波数領域で１２個の
副搬送波を含む例を挙げている。
【００４２】
　リソースグリッド上の各要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）をリソース要素（ＲＥ：Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）といい、１リソースブロック（ＲＢ）は、１２×７個のリソース
要素（ＲＥ）を含む。下りリンクスロットに含まれるリソースブロックの数ＮＤＬは、セ
ルで設定される下りリンク伝送帯域幅（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）に従う。
【００４３】
　図３は、本発明の実施例で使用可能な下りリンクサブフレームの構造を示す図である。
【００４４】
　サブフレームは、時間領域で２個のスロットを含む。サブフレーム内の１番目のスロッ
トにおける先頭の最大３個のＯＦＤＭシンボルが、制御チャネルが割り当てられる制御領
域（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｒｅｇｉｏｎ）に相当し、残りのＯＦＤＭシンボルが、ＰＤＳＣＨ
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てら
れるデータ領域に相当する。
【００４５】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムで用いられる下りリンク制御チャネルとしては、ＰＣＦＩＣ
Ｈ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、ＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ　Ｉｎｄｉｃａｔｏ
ｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などがある。サブフレームの最初のＯＦＤＭシンボルで伝送される
ＰＣＦＩＣＨ信号は、サブフレーム内で制御チャネル信号の伝送に用いられるＯＦＤＭシ
ンボルの数（すなわち、制御領域のサイズ）に関する情報を運ぶ。ＰＨＩＣＨは、上りリ
ンクＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）に
対するＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡＣＫ（Ｎｏｎｅ－Ａｃｋｎｏｗ
ｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）信号を運ぶ。すなわち、端末（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎ
ｔ）が伝送した上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号はＰＨＩＣＨ上で伝送さ
れる。
【００４６】
　ＰＤＣＣＨを通じて伝送される制御情報を、下りリンク制御情報（ＤＣＩ：Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）という。ＤＣＩは、端末（ＵＥ）ま
たは端末グループのためのリソース割当情報及び他の制御情報を含む。例えば、ＤＣＩは
、上りリンクリソース割当情報、下りリンクリソース割当情報及び上りリンク伝送電力制
御命令などを含むことができる。
【００４７】
　ＰＤＣＣＨは、下りリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒ
ｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の伝送フォーマット及びリソース割当情報、上りリンク共有チャ
ネル（ＵＬ－ＳＣＨ：Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の伝送フォーマッ
ト及びリソース割当情報、ページングチャネル（ＰＣＨ：Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）上のページング情報、ＤＬ－ＳＣＨ上のシステム情報、ＰＤＳＣＨ上で伝送されるラン
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ダムアクセス応答のような上位層制御メッセージに対するリソース割当情報、任意のＵＥ
グループ内における個別ＵＥに対する伝送電力制御命令集合、伝送電力制御命令、ＶｏＩ
Ｐ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｆ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の活性化などに関する情
報を運ぶことができる。
【００４８】
　複数のＰＤＣＣＨが一つの制御領域で伝送されてもよく、ＵＥは、複数のＰＤＣＣＨを
モニタすることができる。ＰＤＣＣＨは、一つ以上の連続した制御チャネル要素（ＣＣＥ
：Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）上で伝送されてもよい。ＣＣＥは
、無線チャネルの状態に基づいてＰＤＣＣＨを一つのコーディング率で提供するのに用い
られる論理的割当リソースである。ＣＣＥは、複数のリソース要素グループ（ＲＥＧ）に
対応する。ＰＤＣＣＨのフォーマット及びＰＤＣＣＨの可用ビットの個数は、ＣＣＥで提
供されるコーディング率及びＣＣＥの個数間の相関関係によって決定される。基地局は、
ＵＥに伝送されるＤＣＩによってＰＤＣＣＨフォーマットを決定し、制御情報にＣＲＣを
付加する。
【００４９】
　ＣＲＣは、ＰＤＣＣＨの使用方法または所有者に応じて固有の識別子（ＲＮＴＩ：Ｒａ
ｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）と共にマスキン
グされる。ＰＤＣＣＨが特定ＵＥのためのものであれば、ＵＥの固有識別子（例えば、Ｃ
－ＲＮＴＩ：Ｃｅｌｌ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスキングされる。ＰＤＣＣＨがページン
グメッセージのためのものであれば、ページング指示子識別子（例えば、Ｐ－ＲＮＴＩ：
Ｐａｇｉｎｇ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスキングされる。また、ＰＤＣＣＨがシステム情
報（特に、システム情報ブロック）のためのものであれば、システム情報識別子及びシス
テム情報ＲＮＴＩ（Ｓ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスキングされる。ＵＥのランダムアクセ
スブリアンブルの受信に対する応答であるランダムアクセス応答を指示するために、ラン
ダムアクセスＲＮＴＩ（ＲＡ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスキングされてもよい。
【００５０】
　キャリアアグリゲーション環境ではＰＤＣＣＨは一つ以上のコンポーネントキャリアを
通じて伝送され、一つ以上のコンポーネントキャリアに関するリソース割当情報を含むこ
とができる。例えば、ＰＤＣＣＨは、一つのコンポーネントキャリアを通じて伝送される
が、一つ以上のＰＤＳＣＨ及びＰＵＳＣＨに関するリソース割当情報を含むことができる
。
【００５１】
　図４は、本発明の実施例で使用可能な上りリンクサブフレーム構造の一例を示す図であ
る。
【００５２】
　図４を参照すると、上りリンクサブフレームは、複数（例、２個）のスロットを含む。
スロットは、ＣＰ長によって異なる数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含めばよい。上りリン
クサブフレームは、周波数領域でデータ領域と制御領域とに区別される。データ領域は、
ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含み
、音声情報を含むデータ信号を伝送するのに用いられる。制御領域は、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含み、上りリンク制
御情報（ＵＣＩ：Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を伝送する
のに用いられる。ＰＵＣＣＨは、周波数軸においてデータ領域の両端部に位置しているＲ
Ｂ対（ＲＢ　ｐａｉｒ）を含み、スロットを境界にホッピングする。
【００５３】
　ＬＴＥシステムにおいて端末は、単一搬送波特性を維持するために、ＰＵＣＣＨ信号と
ＰＵＳＣＨ信号を同時に伝送しない。しかし、ＬＴＥ－Ａシステムでは、端末の伝送モー
ドによってＰＵＣＣＨ信号及びＰＵＳＣＨ信号を同一サブフレームで同時に伝送すること
ができ、ＰＵＣＣＨ信号をＰＵＳＣＨ信号にピギーバックして伝送することもできる。
【００５４】
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　一つの端末に対するＰＵＣＣＨは、サブフレームでＲＢ対（ｐａｉｒ）に割り当てられ
、ＲＢ対に属するＲＢは、２個のスロットのそれぞれにおいて互い異なる副搬送波を占め
る。これを、ＰＵＣＣＨに割り当てられるＲＢ対がスロット境界（ｓｌｏｔ　ｂｏｕｎｄ
ａｒｙ）で周波数跳躍（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｈｏｐｐｉｎｇ）するという。
【００５５】
　次の制御情報を伝送するのにＰＵＣＣＨを用いることがてぎる。
【００５６】
　－　ＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）：ＵＬ－ＳＣＨリソースを要請す
るのに用いられる情報である。ＯＯＫ（Ｏｎ－Ｏｆｆ　Ｋｅｙｉｎｇ）方式を用いて伝送
される。
【００５７】
　－　ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ：ＰＤＳＣＨ上の下りリンクデータパケット、または
ＳＰＳ（Ｓｅｍｉ－Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）解除（ｒｅｌｅａｓ
ｅ）を指示するＰＤＣＣＨに対する応答信号である。下りリンクデータパケット、または
ＳＰＳ解除を指示するＰＤＣＣＨが成功的に受信されたか否かを示す。単一下りリンクコ
ードワードに対する応答としてＡＣＫ／ＮＡＣＫ　１ビットが伝送され、二つの下りリン
クコードワードに対する応答としてＡＣＫ／ＮＡＣＫ　２ビットが伝送される。ＴＤＤで
は、複数の下りリンクサブフレームに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ応答が集められて、バンド
リング（ｂｕｎｄｌｉｎｇ）あるいはマルチプレクシング（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）
を用いて一つのＰＵＣＣＨで伝送される。
【００５８】
　－　ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）またはＣＳＩ（
Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）：下りリンクチャネルに対する
フィードバック情報である。ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）関連フィードバック情報は、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）
及びＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含む。サブフ
レーム当たり２０ビットが用いられる。本発明の実施例でＣＳＩは、ＣＱＩ、ＲＩ及びＰ
ＭＩ値を全て含む概念として用いられることもある。
【００５９】
　端末がサブフレームで伝送できる上りリンク制御情報（ＵＣＩ）の量は、制御情報伝送
に使用可能なＳＣ－ＦＤＭＡの個数に依存する。制御情報伝送に使用可能なＳＣ－ＦＤＭ
Ａは、サブフレームにおいて参照信号の伝送のためのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除外した
残りのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを意味し、ＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　Ｓｉｇｎａｌ）が設定されたサブフレームでは、サブフレームの最後のＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボルも除外される。参照信号は、ＰＵＣＣＨのコヒーレント検出に用いられる。Ｐ
ＵＣＣＨは、伝送される情報によって７個のフォーマットを支援する。
【００６０】
　表１は、ＬＴＥにおいてＰＵＣＣＨフォーマットとＵＣＩとのマッピング関係を示すも
のである。
【００６１】
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【表１】

　２．マルチキャリアアグリゲーション（Ｍｕｌｔｉ－Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａ
ｔｉｏｎ）環境
　（１）概括
　本発明の実施例で考慮する通信環境は、マルチキャリアアグリゲーション（Ｍｕｌｔｉ
－Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）支援環境を全て含む。すなわち、本発明で
用いられるマルチキャリアシステムまたはキャリアアグリゲーションシステム（ｃａｒｒ
ｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ）とは、広帯域を支援するために目標と
する広帯域を構成するときに、目標帯域よりも小さい帯域幅（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）を持
つ１個以上のコンポーネントキャリア（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を
結合（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）して用いるシステムのことを指す。
【００６２】
　本発明でいうマルチキャリアは、キャリアアグリゲーション（または、キャリア結合）
を意味し、ここで、キャリアアグリゲーションは、隣接したキャリア間の結合だけでなく
、非隣接したキャリア間の結合も意味する。また、キャリア結合は、キャリアアグリゲー
ション、帯域幅結合などのような用語にしてもよい。
【００６３】
　２個以上のコンポーネントキャリア（ＣＣ）が束ねられて構成されるマルチキャリア（
すなわち、キャリアアグリゲーション）は、ＬＴＥ－Ａシステムでは１００ＭＨｚの帯域
幅まで支援することを目標とする。目標帯域よりも小さい帯域幅を持つ１個以上のキャリ
アを結合するとき、結合するキャリアの帯域幅は、既存のＩＭＴシステムとの互換性（ｂ
ａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ）を維持するために、既存のシステムで用
いる帯域幅に制限することができる。
【００６４】
　例えば、既存の３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムでは、｛１．４、３、５、１０、１５、２０
｝ＭＨｚの帯域幅を支援し、３ＧＰＰ　ＬＴＥ＿Ａｄｖａｎｃｅｄシステム（すなわち、
ＬＴＥ＿Ａ）では、ＬＴＥで支援する上記の帯域幅のみを用いて２０ＭＨｚよりも大きい
帯域幅を支援するようにすることができる。また、本発明で用いられるマルチキャリアシ
ステムは、既存システムで用いる帯域幅にかかわらず、新しい帯域幅を定義してキャリア
結合（すなわち、キャリアアグリゲーションなど）を支援するようにしてもよい。
【００６５】
　図５は、ＬＴＥシステムで用いられる多重帯域無線周波数（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ）ベースの信号送受信方法を説明するための図である。
【００６６】
　図５（ａ）で、送信端及び受信端の一つのＭＡＣ層は、マルチキャリアを效率的に用い
るために複数のキャリアを管理することができる。この場合、マルチキャリアを效果的に
送受信するために、送信端、受信端両方ともマルチキャリアを送受信できると仮定する。
このとき、一つのＭＡＣ層で管理される周波数キャリア（ＦＣ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｃ
ａｒｒｉｅｒ）は必ずしも互いに隣接する必要がなく、リソース管理の側面で柔軟である
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。すなわち、隣接キャリアアグリゲーション（Ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ａｇｇｒｅｇａｔ
ｉｏｎ）も、非隣接キャリアアグリゲーション（Ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ａｇｇ
ｒｅｇａｔｉｏｎ）も可能である。
【００６７】
　図５（ａ）及び図５（ｂ）において、ＰＨＹ０，ＰＨＹ１，…，ＰＨＹｎ－２，ＰＨＹ
ｎ－１は、本技術に係る多重帯域を意味し、それぞれの帯域は、あらかじめ定められた周
波数政策に従って特定サービスのために割り当てる周波数割当帯域（ＦＡ）サイズを有す
ることができる。例えば、ＰＨＹ０（ＲＦ　ｃａｒｒｉｅｒ　０）は、一般ＦＭラジオ放
送のために割り当てる周波数帯域サイズを有することができ、ＰＨＹ１（ＲＦ　ｃａｒｒ
ｉｅｒ　１）は、携帯電話通信のために割り当てる周波数帯域サイズを有することができ
る。
【００６８】
　図５（ａ）のように多重帯域を通じて信号を伝送し、図５（ｂ）のようで多重帯域を通
じて信号を受信するために、送／受信機は両方も、多重帯域で信号を送受信するためのＲ
Ｆモジュールを含むことが要求される。また、図１において、「ＭＡＣ」は、ＤＬ及びＵ
Ｌにかかわらず、基地局によりその構成方法が決定される。
【００６９】
　要するに、本技術は、一つのＭＡＣエンティティ（Ｅｎｔｉｔｙ）（以下、混同がない
限り、簡単に「ＭＡＣ」と称する。）が複数の無線周波数キャリア（ＲＦ　ｃａｒｒｉｅ
ｒ：Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）を管理／運営することによって信号を送／受信す
る技術のことをいう。また、一つのＭＡＣで管理されるＲＦキャリアは必ずしも互いに隣
接（ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ）する必要がない。したがって、本技術によれば、リソース管
理の側面でより柔軟（ｆｌｅｘｉｂｌｅ）であるというメリットがある。
【００７０】
　図６は、ＬＴＥシステムで用いられる複数のキャリアを複数個のＭＡＣ層が管理する方
法の一例を示す図である。
【００７１】
　図６（ａ）は、送信端（基地局）でマルチキャリアを支援する場合に、ＭＡＣ層と物理
層との１対１マッピング関係を示している。また、図６（ｂ）は、受信端（端末機）でマ
ルチキャリアを支援する場合に、ＭＡＣ層と物理層との１対１マッピング関係を示してい
る。ここで、一つの物理層は一つのキャリアを用いることができる。
【００７２】
　図７は、ＬＴＥシステムで用いられる一つのＭＡＣ層が一つ以上のキャリアを管理する
方法の一例を示す図である。
【００７３】
　図７で、特定キャリア（ｃａｒｒｉｅｒ　０、ｃａｒｒｉｅｒ　１）については、それ
ぞれの物理層にマッピングされるＭＡＣ層が独立して存在しており、特定の一つ以上のキ
ャリア（ｃａｒｒｉｅｒ　ｎ－１、ｃａｒｒｉｅｒ　ｎ－２）については、それぞれの物
理層（Ｃａｒｒｉｅｒ　ＰＨＹ）に一つのＭＡＣ層がマッピングされている。このように
ハイブリッド方式が用いられる場合に、多重ＰＨＹに対して一つのＭＡＣが存在する一部
のキャリアについては、図６の多重化方法を用いることができる。
【００７４】
　図７を参照すると、図７（ａ）は、送信端（基地局）でマルチキャリアを支援する場合
に、ＭＡＣ層と物理層との１対１または１対ｍ（ｍ＞１）マッピング関係を示す。また、
図７（ｂ）は、受信端（端末機）でマルチキャリアを支援する場合に、ＭＡＣ層と物理層
との１対１または１対ｍマッピング関係を示す。
【００７５】
　マルチキャリアを支援するシステムでは、基地局と端末機の性能（ｃａｐａｂｉｌｉｔ
ｙ）によって、各端末機が用いるキャリアはそれぞれ異なることがある。ただし、基地局
のキャリア帯域支援能力は一定に定められていればよい。基地局と端末機は、基地局の性
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能によって呼設定（Ｃａｌｌ　Ｓｅｔｕｐ）時にキャリアを支援するか否かについて交渉
することができる。
【００７６】
　ＴＤＤシステムは、それぞれのキャリア内にＤＬ及びＵＬの伝送を含みながら、Ｎ個の
複数のキャリアを運用するように構成される。ＦＤＤシステムは、複数のキャリアを上、
下りリンクでそれぞれ使用できるように構成される。ＬＴＥＲｅｌ－８システムでは、上
りリンク及び下りリンクの帯域幅はそれぞれ異なるように設定されてもよいが、基本的に
単一キャリア内での送受信を支援している。しかし、ＬＴＥ－Ａシステムでは、キャリア
結合（キャリアアグリゲーション）を通じて複数個のキャリアを運用することができる。
これに加えて、ＦＤＤシステムでは、上、下りリンクで結合するキャリアの数及び／また
はキャリアの帯域幅が異なる非対称キャリア結合も支援できる。
【００７７】
　本発明で開示するＬＴＥ－Ａ端末は、自身の性能に基づいて一つ以上のコンポーネント
キャリア（ＣＣ）を通じて同時にモニタリングすることができる。しかし、ＬＴＥ端末（
例えば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８端末）は、ＬＴＥＲｅｌ－８システムから提供するコンポー
ネントキャリアの構造に従って一つのコンポーネントキャリアを通じてのみ無線信号を送
受信することができる。少なくとも上りリンク（ＵＬ）及び下りリンク（ＤＬ）で結合さ
れるコンポーネントキャリアが同数である場合に、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８の全てのコンポー
ネントキャリアは互換可能でなければならない。ＬＴＥ－Ａのコンポーネントキャリアに
ついては、非互換構造についての考慮は制限されない。
【００７８】
　Ｌ１（ＰＨＹ）規格は、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８の数理学を用いる最大１１０個のリソース
ブロックを含む隣接及び非隣接コンポーネントキャリアのキャリア結合を支援しなければ
ならない。隣接キャリア結合において各隣接キャリア間の周波数間隔に関する内容は、Ｒ
ＡＮ　ＷＧ　４規格を参考することができる。ＲＡＮ　ＷＧ　４規格は、コンポーネント
キャリア当たりに支援されるＲＢの個数、及び特定キャリア結合に対する必要なガードバ
ンドに関する内容を提供する。可能であれば、ＲＡＮ　ＷＧ　４規格の内容は、隣接キャ
リア結合及び非隣接キャリア結合についてＬ１規格でも適用されることが好ましい。
【００７９】
　端末（ＵＥ）は、ＵＬ及びＤＬで互いに異なる帯域幅を有するように、互いに異なる個
数のコンポーネントキャリアが結合されたマルチキャリアを支援するように構成されても
よい。典型的なＴＤＤ配置において、ＤＬ及びＵＬでのそれぞれのコンポーネントキャリ
アの帯域幅及びコンポーネントキャリアの個数は同一でよい。ＲＡＮ　ＷＧ　４規格は、
結合されたコンポーネントキャリア及び帯域幅の組み合わせを支援するように研究される
予定である。
【００８０】
　ＵＥの観点で空間多重化をしていない一つの伝送ブロック及びスケジュールされたコン
ポーネントキャリア当たり一つのＨＡＲＱ個体を考慮することができる。各伝送ブロック
は、シングルコンポーネントキャリアにのみマッピングされうる。ＵＥは、複数のコンポ
ーネントキャリア上で同時にスケジューリングされうる。
【００８１】
　（２）ＬＴＥ－Ａシステムの互換性
　ＬＴＥ－Ａシステムでは、既存のシステム（例えば、ＬＴＥシステム）を支援する互換
可能なキャリア（Ｂａｃｋｗａｒｄ　Ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ）がある。
このようなキャリアは、全てのＬＴＥ規格に該当する端末（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐ
ｍｅｎｔ）が接近可能なものであるとともに、単一キャリアまたはマルチキャリア（キャ
リア結合）の一部として動作できるものでなければならない。ＦＤＤでは、互換可能なキ
ャリアはＤＬ及びＵＬで常に対として存在する。
【００８２】
　ＬＴＥ－Ａシステムでは、既存のシステムを支援しない非互換キャリア（Ｎｏｎ－Ｂａ
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ｃｋｗａｒｄ　Ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ）が存在する。このようなキャリ
アを既存のＬＴＥ端末は用いることができないが、ＬＴＥ－Ａ端末は当該キャリアを用い
ることができる。非互換キャリアがデュプレックス距離に起因すると、非互換キャリアは
単一キャリアとして動作でき、そうでないと、キャリア結合の部分として動作できる。
【００８３】
　ＬＴＥ－Ａシステムでは拡張キャリアを支援することができる。拡張キャリアは単一キ
ャリアとして動作できないが、コンポーネントキャリア集合において少なくとも一つのキ
ャリアが単一キャリアである場合には、コンポーネントキャリア集合の部分として動作す
る。
【００８４】
　（３）セル特定連係及びＵＥ特定連係
　キャリア結合において、一つ以上のキャリアを用いる形態は、セル特定（Ｃｅｌｌ－Ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ）またはＵＥ特定（ＵＥ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ）の２種類の方法がある。本
発明でいうセル特定とは、任意のセルまたは基地局が運用する観点でのキャリア結合を意
味し、便宜上、セル特定と表現する。セルが一つの互換可能キャリアまたは非互換キャリ
アを意味する場合に、セル特定という用語は、セルと表現される一つのキャリアを含む一
つ以上のキャリアまたはリソース（任意の基地局が管理する）について用いることができ
る。
【００８５】
　セル特定キャリア結合（Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＤＬ／ＵＬ　ｌｉｎｋａｇｅ）
は、任意の基地局またはセルが構成するキャリア結合の形態になりうる。セル特定キャリ
ア結合の形態は、ＦＤＤの場合に、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８及び／またはＬＴＥ－Ａで規定す
る既に設定されたデフォルトＴｘ－Ｒｘ区分（ｄｅｆａｕｌｔ　Ｔｘ－Ｒｘ　ｓｅｐｅｒ
ａｔｉｏｎ）によってＤＬ及びＵＬの連係（ｌｉｎｋａｇｅ）が決定される形態でよい。
一例として、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８でのデフォルトＴｘ－Ｒｘ区分は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３
６．１０１　Ｖ８．８．０規格のセクション５．７．３及び５．７．４を参照することが
できる。また、ＬＴＥ－ＡのみのためのＴｘ－Ｒｘ区分が定義される場合には、該当の連
係によってセル特定ＤＬ／ＵＬ連係を定義できる。ＬＴＥ－ＡでのデフォルトＴｘ－Ｒｘ
区分は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．１０１　Ｖ１０．０．０規格のセクション５．７．３及
び５．７．４を参照することができる。
【００８６】
　ＵＥ特定マルチキャリア（ＵＥ特定ＤＬ／ＵＬ連係）は、基地局と端末間における任意
の方法（例えば、ＵＥ性能、交渉過程、シグナリング過程、放送など）を用いて、特定端
末または端末グループが使用できるキャリア結合の形態を設定することである。例えば、
ＬＴＥ－Ａで定義されたＵＥ特定キャリア結合は、ＵＥ　ＤＬ　ＣＣ集合及びＵＥ　ＵＬ
　ＣＣ集合などがある。専用シグナリングによって構成されたＤＬコンポーネントキャリ
アの集合であるＵＥ　ＤＬ　ＣＣ集合は、下りリンクでＰＤＳＣＨを受信するためにスケ
ジューリングされる。ＵＥ　ＵＬ　ＣＣ集合は、上りリンクでＰＵＳＣＨを伝送するため
にＵＬコンポーネントキャリア上でスケジューリングされる。ＵＥ特定キャリア結合では
、ＰＤＣＣＨモニタリング集合（ＰＤＣＣＨ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ｓｅｔ）及び測定
集合（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｓｅｔ）のようなコンポーネントキャリア（ＣＣ）集合
を定義することができる。
【００８７】
　ＰＤＣＣＨモニタリング集合は、ＵＥ　ＤＬ／ＵＬ　ＣＣ集合とは別個に、ＵＥ　ＤＬ
　ＣＣ集合内でまたはＵＥ　ＤＬ　ＣＣ集合の一部を含む形態で、またはＵＥ　ＤＬ　Ｃ
Ｃ集合と異なるＣＣに対して構成することができる。また、ＰＤＣＣＨモニタリング集合
は、ＵＥ特定またはセル特定で構成することができる。
【００８８】
　測定集合（Ｍｅａｓｕｒｍｅｎｔ　Ｓｅｔ）は、キャリア結合が導入されながら端末が
報告すべき測定結果が結合されたキャリアの個数に従って増加することになる。このよう
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な報告オーバーヘッドを減らすために、または各端末の性能に基づいて測定を效果的に支
援するために、測定集合を定義することができる。
【００８９】
　このような端末特定マルチキャリアを構成する方法を柔軟性側面で区別すると、（１）
端末特定マルチキャリア（ＤＬ／ＵＬ連係）をセル特定マルチキャリア（ＤＬ／ＵＬ連係
）に関わらずに任意に構成することができ、（２）端末特定マルチキャリアをセル特定マ
ルチキャリアの構造を維持する範囲内で構成することができる。
【００９０】
　上述したように、ＬＴＥ－Ａシステムは、無線リソースを管理するためにセル（ｃｅｌ
ｌ）の概念を用いる。セルは、下りリンクリソースと上りリンクリソースとの組み合わせ
で定義され、上りリンクリソースは必須要素ではない。したがって、セルは下りリンクリ
ソース単独、または下りリンクリソース及び上りリンクリソース両方で構成される。マル
チキャリア（すなわち、キャリアアグリゲーション）が支援される場合に、下りリンクリ
ソースのキャリア周波数（または、ＤＬ　ＣＣ）と上りリンクリソースのキャリア周波数
（または、ＵＬ　ＣＣ）間のリンケージ（ｌｉｎｋａｇｅ）は、システム情報により指示
することができる。
【００９１】
　ＬＴＥ－Ａシステムで用いられるセルは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ：Ｐｒｉｍａｒ
ｙ　Ｃｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ）を含
む。Ｐセルは、プライマリ周波数（または、ｐｒｉｍａｒｙ　ＣＣ）上で動作するセルを
意味し、Ｓセルは、セカンダリ周波数（または、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ＣＣ）上で動作す
るセルを意味する。ただし、特定端末には、Ｐセルは一つのみ割り当てられ、Ｓセルは一
つ以上割り当てられてもよい。
【００９２】
　Ｐセルは、端末が初期接続確立（ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｅｓｔａｂ
ｌｉｓｈｍｅｎｔ）過程を行ったり、接続再確立過程を行うのに用いられる。Ｐセルは、
ハンドオーバー過程で指示されたセルを指すこともある。Ｓセルは、無線リソース制御（
ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）接続が確立された後に構成可
能であり、追加の無線リソースを提供するのに用いることができる。
【００９３】
　ＰセルとＳセルをサービングセルとして用いることができる。ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴ
ＥＤ状態にあるが、キャリアアグリゲーションが設定されていないか、キャリアアグリゲ
ーションを支援しない端末の場合は、Ｐセルのみで構成されたサービングセルが一つのみ
存在する。一方、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にあるとともに、キャリアアグリゲー
ションが設定された端末の場合は、一つ以上のサービングセルが存在でき、全体サービン
グセルにはＰセルと一つ以上のＳセルが含まれる。
【００９４】
　初期保安活性化過程が始まった後に、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、接続確立過程で初期に構成さ
れるＰセルに加えて一つ以上のＳセルを含むネットワークを構成することができる。マル
チキャリア環境で、Ｐセル及びＳセルはそれぞれのコンポーネントキャリアとして動作す
ることができる。すなわち、キャリアアグリゲーションは、Ｐセル及び一つ以上のＳセル
の結合として理解すればよい。以下の実施例では、プライマリコンポーネントキャリア（
ＰＣＣ）はＰセルと同じ意味に用いられ、セカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）
はＳセルと同じ意味に用いられるとする。
【００９５】
　３．ＭＩＭＯフィードバック（Ｍｕｌｔｉ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ－Ｏｕｔｐｕｔ　
Ｆｅｅｄｂａｃｋ）
　本発明の実施例で用いられるマルチキャリアアグリゲーション（ＣＡ）技術を支援する
無線接続システムでは、２以上の入出力アンテナを用いるＭＩＭＯフィードバック方法を
支援することもできる。
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【００９６】
　ＭＩＭＯフィードバックは、ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｅｘ
）、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）及びＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔ
ｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）インデックスで構成される。ＲＩは、割り当てられた伝送
レイヤ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｌａｙｅｒｓ）の個数から決定され、端末は、関連
したＤＣＩからＲＩ値を獲得することができる。ＰＭＩは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１
１規格に定義されており、各ＰＭＩに対するＳＩＮＲを計算し、容量を計算するためにＳ
ＩＮＲを伝送し、計算した容量に基づいて最適のＰＭＩを選択することができる。ＣＱＩ
は、チャネルの品質を表すもので、ＣＱＩインデックスは、チャネルコーディング率及び
変調方法を表す。
【００９７】
　下記の表２に、ＬＴＥシステムで用いられるＣＱＩテーブルの一例を示す。
【００９８】
【表２】

　システムにＭＩＭＯが適用される場合には必要なＣＱＩの個数も変化する。ＭＩＭＯシ
ステムは、多重アンテナを用いて多重チャネルを生成するので、複数の符号語が使用可能
である。そのため、ＣＱＩも複数個用いなければならない。複数のＣＱＩが用いられると
、これに比例して制御情報の量も増加する。
【００９９】
　端末は、システム帯域幅で伝送ＢＬＥＲが０．１を越えないＣＱＩ値のうち、最も高い
ＣＱＩインデックスを選択して基地局にフィードバックする。また、ＣＱＩオンリー（Ｃ
ＱＩ－ｏｎｌｙ）モードのＭＩＭＯフィードバック伝送は、非周期的（Ａｐｅｒｉｏｄｉ
ｃ）ＣＱＩをＰＵＳＣＨを通じて伝送することであり、その場合にＰＵＳＣＨデータは伝
送されない。基地局は、非周期的ＣＱＩを要請するためにＤＣＩフォーマット０を端末に
伝送することができる。
【０１００】
　図８は、ＬＴＥシステムで用いられるＣＱＩ報告（ｒｅｐｏｒｔ）方法の一例を示す図
である。
【０１０１】
　図８を参照すると、ＣＱＩ報告は、周期的報告（Ｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｒｅｐｏｒｔ）と
非周期的報告（Ａｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｒｅｐｏｒｔ）とに区別される。周期的ＣＱＩ報告
は、別途のシグナリング無しで、定められた時点に端末がチャネル品質を基地局に報告す
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ることを意味する。一方、非周期的ＣＱＩ報告は、ネットワークが必要によって明示的（
ｅｘｐｌｉｃｉｔ）シグナリングを通じて端末にＣＱＩ報告を要求することを意味する。
【０１０２】
　端末の周期的ＣＱＩ報告はＰＵＣＣＨを通じて行われる。ＰＵＣＣＨを通じて周期的に
ＣＱＩを報告する場合に、端末は、ＰＵＳＣＨを通じたＣＱＩ報告に比べて、より制限さ
れたビットを用いなければならない。広帯域ＣＱＩ／ＰＭＩを計算するために、最近に伝
送したＲＩを用いることができる。
【０１０３】
　非周期的ＣＱＩ報告が必要であれば、ネットワークは端末にＤＣＩフォーマット０を用
いて上りリンクスケジューリンググラントをシグナリングする。端末は、ＤＣＩフォーマ
ット０のＣＱＩ要請（ｒｅｑｕｅｓｔ）値が１の場合に、非周期的ＣＱＩ報告を行う。非
周期的ＣＱＩ報告（すなわち、ＣＱＩ要請＝１）は、ＣＱＩオンリー（ｏｎｌｙ）（伝送
）モードとＣＱＩ＋データ（伝送）モードとに区別される。
【０１０４】
　例えば、ＣＱＩ要請値が１で、ＭＣＳインデックス（ＩＭＣＳ）が２９で、割り当てら
れたＰＲＢ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）の個数が４以下（ＮＰ
ＲＢ≦４）であると、端末は、当該シグナリングをＣＱＩオンリーモードと解釈する。そ
の他の場合は、端末は当該シグナリングをＣＱＩ＋データモードと解釈する。ＣＱＩオン
リーモードの場合に、端末はＰＵＳＣＨを通じてデータ（すなわち、ＵＬ－ＳＣＨ伝送ブ
ロック）無しにチャネル状態情報のみを伝送する。一方、ＣＱＩ＋データモードの場合に
、端末はＰＵＳＣＨを通じてチャネル状態情報とデータを共に伝送する。ＣＱＩオンリー
モードを一般化してフィードバックオンリーモードと呼ぶこともでき、ＣＱＩ＋データモ
ードはフィードバック＋データモードと呼ぶこともできる。チャネル状態情報は、ＣＱＩ
、ＰＭＩ及びＲＩの少なくとも一つを含む。
【０１０５】
　もし、同一のサブフレームで周期的ＣＱＩ報告と非周期的ＣＱＩ報告を同時に行うよう
にスケジューリングされた場合に、端末は非周期的ＣＱＩ報告のみを行う。また、ＰＵＳ
ＣＨを通じてデータを伝送するようにスケジュールされた場合に、同一のＰＵＣＣＨベー
スの報告フォーマットがＰＵＳＣＨで用いられる。ＰＵＣＣＨ報告モード上のＲＩはＰＵ
ＳＣＨ報告モード上のＲＩと独立している。ＰＵＳＣＨ報告モード上のＲＩはＰＵＳＣＨ
報告モード上のＣＱＩ／ＰＭＩに対してのみ意味がある。
【０１０６】
　４．非周期的フィードバック（Ａｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ）報告方法
　ＬＴＥシステムでは、２通りの方法を用いて非周期的フィードバック要請（Ａｐｅｒｉ
ｏｄｉｃ　ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｒｅｑｕｅｓｔ）をすることができる。その一つは、ＤＣ
Ｉフォーマット０に含まれているＣＱＩ要請フィールド（ＣＱＩ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｉ
ｅｌｄ）を用いる方法であり、もう一つは、ランダムアクセスグラント（Ｒａｎｄｏｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｇｒａｎｔ）に含まれるＣＱＩ要請フィールドを用いる方法である。本発
明の実施例では、便宜上、ＤＣＩフォーマットのＣＱＩ要請フィールドを用いる場合を挙
げて説明する。
【０１０７】
　基地局はＤＣＩフォーマット０に含まれているＣＱＩ要請フィールドを「１」に設定し
、当該ＤＣＩフォーマット０を含むＰＤＣＣＨ信号をｎ番目のサブフレームで端末に伝送
する。この時、周波数分割多重化（ＦＤＤ）の場合には、端末はｎ＋４番目のサブフレー
ムでＰＵＳＣＨ信号を通じてＣＱＩ／ＲＩ／ＰＭＩフィードバックを基地局に伝送し、時
分割多重化（ＴＤＤ）の場合には、ｎ＋ｋ番目のサブフレームでＣＱＩ／ＲＩ／ＰＭＩフ
ィードバックを基地局に伝送する。ｋ値は３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３規格のＴａｂｌ
ｅ　８－２を参照すればよい。非周期的フィードバック報告時に最小周期は１サブフレー
ムであり、ＣＱＩのためのサブバンドのサイズはＴｘ－Ｒｘ構成と同一に設定することが
できる。
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【０１０８】
　端末（ＵＥ）は、事前に基地局との上位層シグナリングを通じてチャネル状態に対する
フィードバックのための伝送モードを設定するように構成され、フィードバックのための
伝送モードは下記の表３を参照すればよい。
【０１０９】
【表３】

　表３で、それぞれの伝送モード（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｍｏｄｅ）に関する具体
的な説明は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３規格文書を参照すればよい。フィードバック
モードの設定は、現在構成されているＤＬ伝送モードと関連しており、それぞれのＤＬ伝
送モードによって支援可能なフィードバックモードは、下記のように整理することができ
る。
【０１１０】
　－　伝送モード１：Ｍｏｄｅｓ　２－０、３－０
－　伝送モード２：Ｍｏｄｅｓ　２－０、３－０
－　伝送モード３：Ｍｏｄｅｓ　２－０、３－０
－　伝送モード４：Ｍｏｄｅｓ　１－２、２－２、３－１
－　伝送モード５：Ｍｏｄｅ　３－１
－　伝送モード６：Ｍｏｄｅｓ　１－２、２－２、３－１
－　伝送モード７：Ｍｏｄｅｓ　２－０、３－０
　端末が上りリンクデータ及び制御信号の伝送をＰＵＳＣＨを通じて行うには、基地局が
ＤＬ　ＰＤＣＣＨを通じて上りリンクグラント（ＵＬ　Ｇｒａｎｔ）メッセージを当該端
末に伝送しなければならない。ＬＴＥシステムでは、基地局がＤＣＩフォーマット０で定
義されたＰＤＣＣＨ信号の伝送を通じてＵＬグラントを端末に伝送する。複数個のＵＬキ
ャリア（または、サービングセル）が存在する場合には、基地局はキャリア指示子フィー
ルド（ＣＩＦ：Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｆｉｅｌｄ）に定義されている
キャリアインデックス値を、ＰＤＣＣＨに伝送されるＤＣＩの情報フィールド（ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　ｆｉｅｌｄ）に含めることによって、ＰＵＳＣＨ信号が伝送されるＵＬ
　ＣＣを指定することができる。
【０１１１】
　ＣＩＦは、指示すべきＣＣの個数にしたがって変わることがあるが、端末のＰＤＣＣＨ
受信時にブラインドデコーディング（ＢＤ：Ｂｌｉｎｄ　Ｄｅｃｏｄｉｎｇ）の負担を軽
減するために、固定された大きさ（例えば、３ビット）及びＤＣＩフォーマット上の定め
られた位置に含まれることが好ましい。
【０１１２】
　図９は、本発明の一実施例として、ＣＩＦを用いたフィードバック伝送方法の一例を示
す図である。
【０１１３】
　図９では、ＣＩＦを用いてＣＡ環境でＰＵＳＣＨ信号を伝送する方法を示している。Ｃ
Ｉ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）値は、端末特定（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
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）に定義されている。例えば、総Ｎ個のＤＬ　ＣＣとＭ個のＵＬ　ＣＣで構成された基地
局に接続して通信中の端末ｘ（ＵＥｘ）は、ｎ個のＤＬ　ＣＣとｍ個のＵＬ　ＣＣで端末
特定に構成されたＣＣ集合を有することができる。このようなＣＣ集合内でＤＬ／ＵＬ　
ＣＣは端末特定のＣＩ値を有することができる。基地局がサブフレームｎで１～ｍのいず
れか一つのＣＩ値を含むＰＤＣＣＨ　ＤＣＩフォーマット０を伝送すると（Ｓ９１０）、
端末は、サブフレームｎ＋４（ここではＦＤＤと仮定する。）で、ＣＩ値が指示するＵＬ
　ＣＣでＰＵＳＣＨ信号を伝送することができる（Ｓ９２０）。
【０１１４】
　図９で、もし該当のＰＤＣＣＨｉがＣＱＩ要請を「１」に設定して端末に伝送する場合
に、端末は当該要請が非周期的フィードバック要請であることを認識し、フィードバック
値をＰＵＳＣＨ信号を通じて基地局に伝送することができる。この場合、端末が一つ以上
のＤＬ　ＣＣに対するフィードバック情報を一つの特定ＵＬ　ＣＣを通じて非周期的に基
地局に伝送するとすれば、端末は、非周期的フィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣ及び
／またはＵＬ　ＣＣを知っていなければならない。すなわち、マルチキャリアアグリゲー
ション環境ではＤＬ　ＣＣ及びＵＬ　ＣＣが複数個存在することがあるから、端末がどの
ＤＬ　ＣＣに対するフィードバック情報を基地局に報告すべきかに関する端末の動作につ
いて定義する必要がある。
【０１１５】
　図１０は、本発明の実施例として、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）環境でフィード
バックの対象となるＤＬ　ＣＣ（または、サービングセル）の個数によってチャネル状態
情報（ＣＳＩ）を非周期的にフィードバックする方法の一つを示す図である。
【０１１６】
　以下では、ＣＡ環境でフィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣの個数によって、フィー
ドバックの対象となるＤＬ　ＣＣを設定する方法について説明する。基地局及び／または
端末は、ＣＳＩフィードバックの対象となる一つ以上のＤＬ　ＣＣまたはサービングセル
を選択することができる。
【０１１７】
　図１０を参照すると、基地局（ｅＮＢ）は、上位層（例、ＲＲＣ）シグナリングを通じ
て、ＣＡを支援する端末（ＵＥ）には、チャネル状態情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓ
ｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）をフィードバックする対象となるＤＬ　ＣＣが一つ
のみスケジュールされるか、または２つ以上スケジュールされるかを知らせることができ
る。これは、端末のＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ＣＡ性能、セル
負荷（ｃｅｌｌ　ｌｏａｄ）及び／またはクロスキャリアスケジューリングの有無などに
よって基地局が設定して端末に知らせることができる（Ｓ１０１０）。
【０１１８】
　Ｓ１０１０段階で端末は、自身がフィードバックすべきＣＳＩ測定の対象となるＤＬ　
ＣＣ（または、サービングセル）が１個か、または２個以上かに関する情報をあらかじめ
獲得し、自身のＣＳＩ報告方法によってＣＳＩを基地局にフィードバックすることができ
る。
【０１１９】
　基地局は、ＰＤＣＣＨ信号に含まれたＵＬグラントまたはキャリア指示子フィールド（
ＣＩＦ）を通じて、非周期的フィードバックを行う対象となるＤＬ　ＣＣまたはサービン
グセルを知らせることができる（Ｓ１０２０）。
【０１２０】
　Ｓ１０２０段階で、非周期的フィードバックを行う対象となるＤＬ　ＣＣを明示的また
は暗黙的に端末に知らせることができ、その詳細な方法は後述する。
【０１２１】
　端末は、非周期的フィードバックの対象となる一つのまたは二つ以上のＤＬ　ＣＣまた
はサービングセルを確認し（Ｓ１０３０）、当該ＤＬ　ＣＣに対してチャネル品質を測定
することができる（Ｓ１０４０）。
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【０１２２】
　ＣＡを支援しないＬＴＥシステムでは、一つのＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩ情報が一つの
ＰＵＳＣＨを通じて伝送されたが、ＣＡを支援するＬＴＥ－Ａシステムでは、ＣＳＩ伝送
対象となるＤＬ　ＣＣが２つ以上である場合がある。そのため、図１０の端末は、ＣＡを
支援すること仮定しているので、一つ以上のＤＬ　ＣＣに対して測定したチャネル品質に
関するＣＳＩをＰＵＳＣＨ信号を用いて基地局に報告することができる（Ｓ１０５０）。
【０１２３】
　Ｓ１０５０段階で、２つ以上のＤＬ　ＣＣに対してチャネル品質を測定することから増
加した情報量を有するＣＳＩを端末が伝送する方法としては、次の２方法を考慮できる。
【０１２４】
　第一の方法は、時間マルチプレクシング（Ｔｉｍｅ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方法
である。時間マルチプレクシングは、一種のサイクリング（ｃｙｃｌｉｎｇ）のような概
念で、Ｎ個のＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩを１サブフレームで伝送するのではなく、最大Ｎ
個のサブフレームを通じて伝送する方法である。例えば、ＤＬ　ＣＣ　＃０に対するＣＳ
Ｉをｎ番目のサブフレーム、ＤＬ　ＣＣ　＃１に対するＣＳＩをｎ＋１番目のサブフレー
ム、Ｎ番目ＤＬ　ＣＣ　＃Ｎに対するＣＱＩをｎ＋Ｎ番目のサブフレームに伝送すること
が、最も簡単な例である。この場合、ＣＳＩの伝送されるサブフレームは、連続するよう
に、または特定オフセットによって連続しないように設定される。また、端末は、一つの
サブフレームで一つ以上のＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩをＰＵＳＣＨを通じて非周期的に伝
送することができる。
【０１２５】
　第二の方法は、ジョイントコーティング（Ｊｏｉｎｔ　ｃｏｄｉｎｇ）方法である。ジ
ョイントコーディング方法は、一つ以上のＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩ情報を一つのサブフ
レームで全て伝送する方法である。この場合、端末は、非周期的ＣＳＩ報告のために、拡
張された周波数リソースを用いることができ、それぞれのＤＬ　ＣＣのＣＱＩ情報をジョ
イントコーディングして一つのＰＵＳＣＨで伝送することができる。
【０１２６】
　本発明の実施例で、Ｓ１０１０段階は選択的に用いられ、Ｓ１０１０段階が用いられな
い場合には、端末はＳ１０２０段階で指示されたＤＬ　ＣＣのみに対してＣＳＩを測定し
て基地局に報告すればよい。
【０１２７】
　以下では、Ｓ１０２０段階乃至Ｓ１０５０段階で、（１）一つのＤＬ　ＣＣのみがフィ
ードバックの対象となる場合、及び（２）２以上のＤＬ　ＣＣがフィードバックの対象と
なる場合について、フィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣを設定及びスケジューリング
する方法について詳細に説明する。
【０１２８】
　（１）１個のＤＬ　ＣＣのみをフィードバックの対象にする場合
　例えば、１個のＤＬ　ＣＣのみをフィードバックの対象にする場合に、対象ＤＬ　ＣＣ
として、<１>非周期的ＣＱＩ報告情報を含んでいるＵＬグラントを受信したＤＬ　ＣＣ、
<２>ＵＬグラントが指示するＰＵＳＣＨが伝送されるＵＬ　ＣＣとシステム情報ブロック
２（ＳＩＢ２：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ２）で連係している
ＤＬ　ＣＣ、<３>ＤＬ　ＰＣＣ、<４>上位層シグナリング（例えば、ＲＲＣ層）で割当及
び構成されたＤＬ　ＣＣ、及び<５>ＣＱＩ測定のために暗黙的に割り当てられたＤＬ　Ｃ
Ｃのいずれか一つを選択することができる。
【０１２９】
　以下では、<２>ＵＬグラントが指示するＰＵＳＣＨが伝送されるＵＬ　ＣＣとＳＩＢ２
で連係しているＤＬ　ＣＣがフィードバックの対象となる場合について詳細に説明する。
【０１３０】
　ＳＩＢ２は、共用チャネル情報、ランダムアクセスチャネル情報、ランダムアクセスプ
リアンブル情報、及びＨＡＲＱ情報を含むことができる。このとき、ＳＩＢ２は上りリン
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ク共有チャネル（例、ＵＬ　ＣＣ）に関する情報を含むことができ、上りリンク共有チャ
ネルは一つ以上のＤＬ　ＣＣと連係（Ｌｉｎｋａｇｅ）される。
【０１３１】
　一つのＵＬ　ＣＣに対して多数のＤＬ　ＣＣが割り当てられるＤＬ過重（ＤＬ　ｈｅａ
ｖｙ）の場合には、ＵＬ　ＣＣとＳＩＢ２連係（Ｌｉｎｋａｇｅ）を有するＤＬ　ＣＣが
１個であり、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣをＣＳＩフィードバックの対象にする場合
には、一つのＤＬ　ＣＣに対するチャネル状態情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔ
ｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）のみをフィードバックするという短所がある。したがっ
て、このような場合には、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣ以外の他のＤＬ　ＣＣがフィ
ードバックの対象となることが好ましい。
【０１３２】
　第一の例として、基地局は、ＣＩＦを含むＵＬグラントを端末に伝送する場合に、ＣＩ
ＦをＵＬ　ＣＣに対する指示ではなく、フィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣを指示す
る用途に用いることができる。この時、ＤＬ過重の場合であるから、ＵＬ　ＣＣは一つし
か存在しない。したがって、端末はＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣ及びＣＩＦで指示さ
れたＤＬ　ＣＣのいずれか一つに関するＣＳＩをＰＵＳＣＨを通じて基地局にフィードバ
ックすることができる。
【０１３３】
　第二の例として、基地局は、ＣＩＦを含むＵＬグラントを端末に伝送する場合に、ＣＩ
Ｆをフィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣを指示する用途に用いることができる。すな
わち、端末は、ＣＩＦにより指示されたＤＬ　ＣＣを基準に、キャリアインデックス（Ｃ
Ｉ）の順序または周波数順序などの特定基準に合わせて（例えば、昇順／降順）時分割多
重化の形態で、ＣＩＦに指示されたＤＬ　ＣＣの隣接したＤＬ　ＣＣに関するＣＳＩを基
地局に報告することができる。
【０１３４】
　第三の例として、端末は、上述した第一及び第二の方法を混合した形態を用いることも
できる。
【０１３５】
　第四の例として、仮想のＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣをフィードバック対象に設定
することができる。例えば、ＳＩＢ２連係を有していないＤＬ　ＣＣには、仮想のＳＩＢ
２連係しているＵＬ　ＣＣを設定することができる。このような仮想のＳＩＢ２連係は、
上位層（例、ＲＲＣ）または暗黙的な方法で決定することができる。非周期的ＣＳＩ報告
が要請される場合に、端末は、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩフィード
バック、または単一ＵＬ　ＣＣに仮想ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩフ
ィードバックを基地局に報告することができる。
【０１３６】
　すなわち、基地局は、ＳＩＢ２連係を有しいないＤＬ　ＣＣは仮想ＳＩＢ２連係を有す
るように設定でき、このような仮想ＳＩＢ２連係は、明示的に上位層にシグナリングされ
たり、暗黙的に端末に知らせることができる。例えば、仮想ＳＩＢ２連係を暗黙的に行う
場合には、元来のＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣからキャリアインデックス、セルイン
デックス、ＣＩＦ順序及び／または周波数インデックスなどの一種の順序を用いて昇順ま
たは降順に仮想ＳＩＢ２連係を暗黙的に構成することができる。
【０１３７】
　このように仮想ＳＩＢ２連係を構成し、非周期的ＣＳＩ報告が要請されると、端末は、
元来のＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣまたは仮想のＳＩＢ２連係を有するＤＬ　ＣＣの
いずれか一つに対してＣＳＩフィードバックを基地局に伝送することができる。もし、Ｕ
Ｌグラントで用いるＣＩＦに、未使用のコードポイント（ｃｏｄｅ　ｐｏｉｎｔ）がある
場合（例えば、ＣＩＦが３ビットの場合に８個の状態まで表現可能であり、この場合、Ｄ
Ｌ／ＵＬ　ＣＣ指示用に各状態を設定して残った状態やビットがあると、残った状態をコ
ードポイントとして活用できる。）、それを用いて、元来のＳＩＢ２連係しているＤＬ　
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ＣＣに対するフィードバックを伝送するか、または仮想ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣ
に対するフィードバックを伝送するかを知らせることもできる。または、ＣＩＦにさらに
多くの状態が残ってコードポイントとして活用できる余裕がある場合には、基地局は、既
存のＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣまたは仮想ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣのいず
れを対象にＣＳＩフィードバックを伝送するかを端末に知らせることもできる。
【０１３８】
　上述したように、３ビットのＣＩＦを、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣやＵＬ　ＣＣ
を指示する用途ではなく、他のＤＬ　ＣＣを指示する用途に用いる場合には、ＣＩＦの１
ビットが残ることがある。この場合には、基地局は、残ったＣＩＦ　１ビットを用いて、
ＣＩＦにより指示されたＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩフィードバックを報告するか、ＳＩＢ
２連係しているＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩフィードバックを報告するか、または全てのＤ
Ｌ　ＣＣに対するＣＳＩフィードバックを報告するか、を端末に伝達することができる。
【０１３９】
　以下では、<５>ＣＱＩ測定のために暗黙的に割り当てられたＤＬ　ＣＣのいずれか一つ
に対するＣＳＩをフィードバックする方法について説明する。
【０１４０】
　非周期的ＣＳＩ要請に用いられたＵＬグラントが指示するＵＬ　ＣＣとＳＩＢ２連係し
ているＤＬ　ＣＣが非周期的ＣＳＩ測定及び報告の対象となる場合に、該ＵＬ　ＣＣとＳ
ＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣは明示的に非周期的ＣＳＩ測定及び報告の対象となる。し
かし、ＵＬ　ＣＣと連係を有していないＤＬ　ＣＣの場合は、非周期的ＣＳＩ要請そのそ
ものが不可能である。このようなＤＬ　ＣＣに対して非周期的ＣＳＩ要請を可能にする方
法として暗黙的ルールを提案する。
【０１４１】
　例えば、端末は、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣまたはＣＩＦに指示されたＤＬ　Ｃ
Ｃと隣接したＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩを測定及び報告することができる。すなわち、特
定ＤＬ　ＣＣ　＃１に対して非周期的ＣＳＩが要請された場合に、基地局及び端末は、当
該ＤＬ　ＣＣと隣接したキャリアインデックスまたはセルインデックスを有するＤＬ　Ｃ
Ｃまたはサービングセルを明示的な指示無しにも非周期的ＣＳＩ測定及び報告の対象に設
定することができる。
【０１４２】
　本発明の実施例で明示されたＤＬ　ＣＣは、キャリアインデックス（ＣＩ）、ＣＩＦに
より指示されるＣＣインデックス、またはＥＡＲＦＣＮなどの周波数インデックスなどで
指示されたＤＬ　ＣＣを意味する。この時、非周期的ＣＳＩ報告の対象となる暗黙的なＤ
Ｌ　ＣＣは、上記明示されたＤＬ　ＣＣに隣接したＤＬ　ＣＣに設定することができる。
例えば、特定ＤＬ　ＣＣ　＃１が非周期的ＣＳＩ報告要請された場合に、端末は、ＤＬ　
ＣＣ　＃１と隣接したＤＬ　ＣＣ　＃２またはＤＬ　ＣＣ　＃０に対して、暗黙的に非周
期的なＣＳＩ測定及び報告ができる。
【０１４３】
　このとき、隣接したＤＬ　ＣＣインデックスは、明示的に指示されたＣＣから低いＣＣ
インデックス方向に算出されてもよく、指示されたＣＣから高いＣＣインデックス方向に
算出されてもよい。
【０１４４】
　上述の方法で、暗黙的に指摘される非周期的ＣＳＩ要請の対象となるＤＬ　ＣＣの個数
は１個になることが好ましい。また、上述の暗黙的な方法に加えて、基地局は、上位層シ
グナリングなどを通じて非周期的ＣＳＩ報告対象となるＤＬ　ＣＣに関する情報を各端末
に伝送することもできる。例えば、ＣＳＩ対象となるＤＬ　ＣＣ、隣接ＣＣインデックス
を指示する方向（例えば、指示されたＤＬ　ＣＣから高いインデックス順序または低いイ
ンデックス順序）などを端末に知らせることができる。これは、上述したいかなる方法（
例えば、ＵＬグラントを受信したＤＬ　ＣＣ、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣまたはＤ
Ｌ　ＰＣＣなど）を用いても適用可能である。
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【０１４５】
　（２）２つ以上のＤＬ　ＣＣがフィードバックの対象である場合
　２つ以上のＤＬ　ＣＣがＣＳＩフィードバックの対象となる場合に、それらの対象とな
るＤＬ　ＣＣを次のように定義できる。<１>活性化したＤＬ　ＣＣ、<２>ＳＩＢ２連係し
ているＤＬ　ＣＣ、<３>ＵＬグラントを伝送するために用いられるＤＬ　ＣＣ、<４>上位
層シグナリング（例えば、ＲＲＣ層）を通じて明示的に指示されたＤＬ　ＣＣ、<５>全て
のＤＬ　ＣＣ、及び<６>ＣＱＩ測定のために暗黙的に割り当てられたＤＬ　ＣＣのいずれ
か一つを選択できる。
【０１４６】
　以下では、<２>ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣがフィードバックの対象となる場合に
ついて詳細に説明する。
【０１４７】
　一つのＵＬ　ＣＣに対して多数のＤＬ　ＣＣが割り当てられるＤＬ過重（ＤＬ　ｈｅａ
ｖｙ）の場合には、ＵＬ　ＣＣとＳＩＢ２連係（Ｌｉｎｋａｇｅ）を有するＤＬ　ＣＣが
１個であり、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣをＣＳＩフィードバックの対象にする場合
には、単に一つのＤＬ　ＣＣに対するチャネル状態情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔ
ａｔｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）のみがフィードバックされるという短所がある。そ
のため、このような場合には、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣ以外の他のＤＬ　ＣＣが
フィードバックの対象となることが好ましい。
【０１４８】
　第一の例として、基地局は、ＣＩＦを含むＵＬグラントを端末に伝送する場合に、ＣＩ
ＦをＵＬ　ＣＣに対する指示ではなく、フィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣを指示す
る用途に用いることができる。この時、ＤＬ過重の場合であるから、ＵＬ　ＣＣは一つし
か存在しない。したがって、端末はＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣ及びＣＩＦで指示さ
れたＤＬ　ＣＣに関するＣＳＩをＰＵＳＣＨを通じて基地局にフィードバックすることが
できる。
【０１４９】
　第二の例として、基地局は、ＣＩＦを含むＵＬグラントを端末に伝送する場合に、ＣＩ
Ｆをフィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣを指示する用途に用いることができる。すな
わち、端末は、ＣＩＦにより指示されたＤＬ　ＣＣを基準に、キャリアインデックス（Ｃ
Ｉ）の順序または周波数順序などの特定基準に合わせて（例えば、昇順／降順）時分割多
重化の形態で、各ＤＬ　ＣＣに関するＣＳＩを基地局に報告することができる。
【０１５０】
　第三の例として、ＵＬグラントのＣＩＦが指示するＵＬ　ＣＣとＳＩＢ２連係している
ＤＬ　ＣＣを基準に、キャリアインデックス（ＣＩ）順序、周波数順序などの特定基準に
合わせて（昇順／降順）、時分割多重化形態で、各ＤＬ　ＣＣに関するＣＳＩを順次に基
地局に報告することができる。
【０１５１】
　すなわち、ＤＬ過重の場合のようにＳＩＢ２連係しているＵＬ　ＣＣが存在しないＤＬ
　ＣＣがある場合に、端末が、これらのＤＬ　ＣＣに対する非周期的ＣＳＩ報告をするた
めに、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣを基準に定められた時間に、優先してＳＩＢ２連
係しているＤＬ　ＣＣに関する非周期的ＣＳＩを該当のＵＬ　ＣＣを通じて基地局に伝送
する。また、端末は、キャリアインデックス順序、周波数インデックス順序またはＣＩＦ
順序などの特定基準に合わせて、時分割多重化の形態で、各ＤＬ　ＣＣに関するＣＳＩを
特定サブフレームで順次に基地局に伝送することができる。
【０１５２】
　第四の例として、端末は、上述した第一乃至第三の方法を混合した形態を用いることも
できる。
【０１５３】
　第五の例として、仮想のＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣをフィードバックの対象に設
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定することができる。例えば、ＳＩＢ２連係を有していないＤＬ　ＣＣには仮想のＳＩＢ
２連係しているＵＬ　ＣＣを設定することができる。このような仮想のＳＩＢ２連係は、
上位層（例、ＲＲＣ）または暗黙的な方法で決定することができる。非周期的ＣＳＩ報告
が要請される場合に、端末は、ＳＩＢ２連係している複数のＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩフ
ィードバック、または単一ＵＬ　ＣＣに仮想ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣに対するＣ
ＳＩフィードバックを基地局に報告することができる。
【０１５４】
　すなわち、基地局は、ＳＩＢ２連係を有していないＤＬ　ＣＣは仮想ＳＩＢ２連係を有
するように設定でき、このような仮想ＳＩＢ２連係は、明示的に上位層にシグナリングさ
れたり、暗黙的に端末に知らせることができる。例えば、仮想ＳＩＢ２連係を暗黙的に行
う場合には、元来のＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣからキャリアインデックス、セルイ
ンデックス、ＣＩＦ順序及び／または周波数インデックスなどの一種の順序を用いて昇順
または降順に仮想ＳＩＢ２連係を暗黙的に構成することができる。
【０１５５】
　このように、仮想ＳＩＢ２連係を構成し、非周期的ＣＳＩ報告が要請されると、端末は
、元来のＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣの他、仮想のＳＩＢ２連係を有するＤＬ　ＣＣ
に対してもＣＳＩフィードバックを伝送するようにすることができる。もし、ＵＬグラン
トで用いるＣＩＦに、未使用のコードポイント（ｃｏｄｅ　ｐｏｉｎｔ）がある場合（例
えば、ＣＩＦが３ビットの場合に８個の状態まで表現可能であり、この場合、ＤＬ／ＵＬ
　ＣＣ指示用に各状態を設定して残った状態やビットがあると、残った状態をコードポイ
ントとして活用できる。）、それを用いて、元来のＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣに対
するフィードバックを伝送するか、または仮想ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣに対する
フィードバックを伝送するか、を知らせることができる。または、ＣＩＦにさらに多くの
状態が残ってコードポイントとして活用できる余裕がある場合には、基地局は、既存のＳ
ＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣ、仮想ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣ、または全てのＤ
Ｌ　ＣＣのいずれを対象にＣＳＩフィードバックを伝送するかを端末に知らせることがで
きる。
【０１５６】
　上述したように、３ビットのＣＩＦを、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣやＵＬ　ＣＣ
を指示する用途ではなく、他のＤＬ　ＣＣを指示する用途に用いる場合には、ＣＩＦの１
ビットが残ることがある。この場合には、基地局は、残ったＣＩＦ　１ビットを用いて、
ＣＩＦにより指示されたＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩフィードバックを報告するか、ＳＩＢ
２連係しているＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩフィードバックを報告するか、または全てのＤ
Ｌ　ＣＣに対するＣＳＩフィードバックを報告するか、を端末に伝達することができる。
【０１５７】
　基地局は、非周期的にＣＳＩをフィードバックする多数のＤＬ　ＣＣを明示的な方法で
端末に知らせることができる。例えば、基地局は、ＵＬグラントに定義される新しいフィ
ールドを通じて、非周期的ＳＣＩ報告が必要なＤＬ　ＣＣに関する情報を端末に知らせる
ことができる。または、基地局は、ＤＬ　ＣＣに対するＣＩＦを通じて明示的にＤＬ　Ｃ
Ｃを端末に知らせることもできる。この時、ＰＵＳＣＨ信号が伝送されるＵＬ　ＣＣに関
する情報は、ＣＩＦまたはＵＬ　ＰＣＣにより暗黙的に決定することができる。または、
基地局は、他のＰＤＣＣＨのＴＰＣを用いてフィードバックされるＤＬ　ＣＣを指示する
こともできる。または、基地局は、ＲＲＣのような上りリンクシグナリングを通じて明示
的に、非周期的にＣＳＩをフィードバックするＤＬ　ＣＣに対して知らせることもできる
。
【０１５８】
　以下では、<６>ＣＱＩ測定のために暗黙的に割り当てられたＤＬ　ＣＣのいずれか一つ
に関するＣＳＩをフィードバックする方法について説明する。
【０１５９】
　非周期的ＣＳＩ要請に用いられたＵＬグラントが指示するＵＬ　ＣＣとＳＩＢ２連係し
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ているＤＬ　ＣＣが非周期的ＣＳＩ測定及び報告の対象となる場合に、当該ＵＬ　ＣＣと
ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣは明示的に非周期的ＣＳＩ測定及び報告の対象となる。
しかし、ＵＬ　ＣＣと連係を有していないＤＬ　ＣＣの場合は、非周期的ＣＳＩ要請その
ものが不可能である。このようなＤＬ　ＣＣに対して非周期的ＣＳＩ要請を可能にする方
法として暗黙的ルールを提案する。
【０１６０】
　例えば、端末は、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣまたはＣＩＦに指示されたＤＬ　Ｃ
Ｃと隣接したＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩを測定及び報告することができる。すなわち、特
定ＤＬ　ＣＣ　＃１に対して非周期的ＣＳＩが要請された場合に、基地局及び端末は、当
該ＤＬ　ＣＣと隣接したキャリアインデックスまたはセルインデックスを有するＤＬ　Ｃ
Ｃまたはサービングセルを明示的な指示無しにも非周期的ＣＳＩ測定及び報告の対象に設
定することができる。
【０１６１】
　本発明の実施例で明示されたＤＬ　ＣＣは、キャリアインデックス（ＣＩ）、ＣＩＦに
より指示されるＣＣインデックス、またはＥＡＲＦＣＮなどの周波数インデックスなどで
指示されたＤＬ　ＣＣを意味する。この時、非周期的ＣＳＩ報告の対象となる暗黙的なＤ
Ｌ　ＣＣは、上記明示されたＤＬ　ＣＣに隣接したＤＬ　ＣＣに設定することができる。
例えば、特定ＤＬ　ＣＣ　＃１が非周期的ＣＳＩ報告要請された場合に、端末は、ＤＬ　
ＣＣ　＃１と隣接したＤＬ　ＣＣ　＃２またはＤＬ　ＣＣ　＃０に対して、暗黙的に非周
期的なＣＳＩ測定及び報告ができる。
【０１６２】
　このとき、隣接したＤＬ　ＣＣインデックスは、明示的に指示されたＣＣから低いＣＣ
インデックス方向に算出されてもよく、指示されたＣＣから高いＣＣインデックス方向に
算出されてもよい。
【０１６３】
　また、暗黙的に指示される非周期的ＣＳＩ要請の対象となるＤＬ　ＣＣの個数は２個以
上になり得る。例えば、端末がＰＵＳＣＨ信号を伝送するＵＬ　ＣＣと連係しているＤＬ
　ＣＣ　１個が、明示的にＣＳＩ報告の対象となったＤＬ　ＣＣであれば、端末は、これ
に隣接したＤＬ　ＣＣ　１個またはそれ以上の個数（例えば、２個以上）のＤＬ　ＣＣに
対する非周期的ＣＳＩ報告ができる。
【０１６４】
　また、上述の暗黙的な方法に加えて、基地局は、上位層シグナリングなどを通じて非周
期的ＣＳＩ報告対象となるＤＬ　ＣＣに関する情報を各端末に伝送することもできる。例
えば、ＣＳＩ対象となるＤＬ　ＣＣの個数、隣接ＣＣインデックスを指示する方向（例え
ば、指示されたＤＬ　ＣＣから高いインデックス順序または低いインデックス順序）など
を端末に知らせることができる。これは、上述したいかなる方法（例えば、ＵＬグラント
を受信したＤＬ　ＣＣ、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣまたはＤＬ　ＰＣＣなど）を用
いても適用可能である。
【０１６５】
　図１１は、本発明の実施例として、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）環境で非周期的
ＣＳＩ報告方法の一つを示す図である。
【０１６６】
　図１１で説明する非周期的ＣＳＩ報告方法は、ＰＤＣＣＨ信号が伝送される領域である
共用サーチスペース（ＣＳＳ：Ｃｏｍｍｏｎ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）または端末特
定サーチスペース（ＵＳＳ：ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）によ
って基地局と端末の動作が変更される。
【０１６７】
　まず、非周期的ＣＳＩ報告方法がＣＳＳで開始（ｔｒｉｇｇｅｒｉｎｇ）される場合に
ついて説明する。ＣＳＳで、非周期的ＣＳＩ要請フィールドを含むＵＬグラントはＤＣＩ
フォーマット０に設定される。この場合、ＤＣＩフォーマット０はＤＣＩフォーマット１
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Ａとビット整列（ｂｉｔ　ａｌｉｇｎｅｄ）されてブラインドコーディングされる。その
ため、端末の追加的なブラインドデコーディングオーバーヘッドを防止するために、非周
期的ＣＳＩ要請フィールドのサイズは１ビットとしてスケジューリングされるとよい。下
記の表４に、本発明の実施例で使用可能な非周期的ＣＳＩ要請フィールドフォーマットの
一例を示す。
【０１６８】
【表４】

　表４で、ＣＳＩ要請フィールドが「０」に設定されると、ＣＳＩ報告が要請されないこ
とを表し、「１」に設定されると、ＣＳＩ報告が要請されるものの、上位層シグナリング
（例えば、ＲＲＣ）を通じて、ＣＳＩ報告が必要なＤＬ　ＣＣなどを端末に知らせること
を表す。表４で、ＣＳＩ要請フィールドが「１」に設定される場合は、全てのＤＬ　ＣＣ
に対する非周期的ＣＳＩ報告を要請することを表すことができる。ここで、全てのＤＬ　
ＣＣは、活性化したＤＬ　ＣＣまたはＲＲＣシグナリングを通じて端末に構成されたＤＬ
　ＣＣでよい。
【０１６９】
　次に、非周期的ＣＳＩ報告方法がＵＳＳで開始される場合について説明する。ＣＳＩ報
告方法がＵＳＳで開始される場合には、非周期的ＣＳＩ要請フィールドを２ビットのサイ
ズに設定することができる。すなわち、ＵＣＣで用いられるＤＣＩフォーマットに１ビッ
トを付加することができる。ＬＴＥシステムでは１ビットで非周期的ＣＳＩを開始したが
、ＬＴＥ－Ａシステムでは２ビットで非周期的ＣＳＩを開始することができる。
【０１７０】
　これは、ＵＳＳ領域で伝送されるＰＤＣＣＨに対して適用することができる。下記の表
５に、本発明の実施例で使用可能な非周期的ＣＳＩ要請フィールドフォーマットの他の例
を示す。
【０１７１】
【表５】

　表５を参照すると、非周期的ＣＳＩフィールドが「００」に設定されると、非周期的Ｃ
ＳＩ報告が要請されないことを表す。非周期的ＣＳＩフィールドが「０１」になっている
と、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　ＣＣに対する非周期的ＣＳＩ報告が要請されることを表
す。例えば、端末がＵＳＳ領域でＢＤにより検出したＰＤＣＣＨ信号のＵＬグラントにお
いて、非周期的ＣＳＩが「０１」に設定された場合には、該ＵＬグラントが指示するＵＬ
　ＣＣとＳＩＢ２連係によって連結されたＤＬ　ＣＣを対象に非周期的ＣＳＩ報告が開始
されることを表す。このとき、当該ＵＬグラントでどのＵＬ　ＣＣのＰＵＳＣＨをスケジ
ューリングしているかによってＵＬ　ＣＣが決定される。すなわち、端末及び基地局でク
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ロスキャリアスケジューリングを用いる場合には、端末は、ＣＩＦから受信ＵＬグラント
がどのＵＬ　ＣＣに関する情報なのかがわかる。もし、クロスキャリアスケジューリング
が支援されない場合には、非周期的ＣＳＩ報告対象のＤＬ　ＣＣとしては、ＵＬグラント
を受信したＤＬ　ＣＣとＳＩＢ２連係しているＵＬ　ＣＣが自然に決定される。
【０１７２】
　表５で非周期的ＣＳＩ報告フィールドが「１０」または「１１」に設定される場合は、
上位層シグナリング（例えば、ＲＲＣ）を通じて端末に割り当てられて構成されたＤＬ　
ＣＣを対象に非対称的ＣＳＩ報告が開始されることを表す。
【０１７３】
　ここで、非周期的ＣＳＩ報告フィールドの「１０」及び「１１」状態のいずれか一つは
、全てのＤＬ　ＣＣに対する非周期的ＣＳＩ報告を指示することができる。すなわち、「
１０」または「１１」は、全てのＤＬ　ＣＣ（ここで、全てのＤＬ　ＣＣは、活性化した
ＤＬ　ＣＣ、または端末に構成されたＤＬ　ＣＣである）に対する非周期的ＣＳＩ報告を
要請することを意味することができる。
【０１７４】
　また、表５で、非周期的ＣＳＩ報告フィールドの「１０」または「１１」状態のいずれ
かは、上述したＣＳＳで伝送されるＵＬグラントに含まれた表４の非周期的ＣＳＩ要請フ
ィールドが「１」である状態が意味するＲＲＣシグナリングで構成されたＤＬ　ＣＣの組
み合わせと一致するように構成することができる。
【０１７５】
　図１１を参照すると、基地局は、ＣＳＳまたはＵＳＳ領域で、表４または表５で説明し
た非周期的ＣＳＩ要請フィールドを含むＵＬグラントを、ＰＤＣＣＨ信号を通じて端末に
伝送することができる（Ｓ１１１０）。
【０１７６】
　また、表４の非周期的ＣＳＩ要請フィールドが「１」に設定されたり、表５の非周期的
ＣＳＩ要請フィールドが「１０」または「１１」に設定されると、基地局は、非周期的Ｃ
ＳＩ報告を行うＤＬ　ＣＣ（または、サービングセル）に関する情報を含む上位層シグナ
ルを端末に伝送することができる（Ｓ１１２０）。
【０１７７】
　Ｓ１１２０段階で、フィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣを表す情報を上位層シグナ
ルに含めることができる。ＬＴＥ－Ａシステムでは、最大５個のＣＣまたはサービングセ
ルが一つの広帯域を構成できる。この場合、フィードバックの対象となるＤＬ　ＣＣに関
する情報はビットマップ形式で上位層シグナリングに含めることができる。
【０１７８】
　例えば、「１０」＋「０１００１」のような形態とすることができる。この場合、前の
「１０」は、Ｓ１１１０段階においてＰＤＣＣＨのＵＬグラントで伝送される非周期的Ｃ
ＳＩ要請フィールドのフィールド値を表し、後の「０１００１」は、最大５個までのＣＣ
のうち、フィードバックの要請されるＤＬ　ＣＣを指示するために用いられる。ビットマ
ップの各ビットは一つのＤＬ　ＣＣを指し、「０１００１」は、２番目及び５番目のＣＣ
に対する非周期的ＣＳＩ要請を意味する。
【０１７９】
　ＤＬ　ＣＣを指示する５ビットにおいて、各ビットの位置は、各端末が構成しているＣ
ＣのＣＣインデックス、周波数インデックスまたはＣＩＦ値などによって各ＣＣを指すよ
うにすることができる。例えば、端末が構成している５個のＣＣがｆ１、ｆ２、ｆ３、ｆ
４、ｆ５であるとすれば（ｆ１＜ｆ２＜ｆ３＜ｆ４＜ｆ５）、０１００１の各ビットは、
前からｆ１、ｆ２、ｆ３、ｆ４、ｆ５を指す。
【０１８０】
　また、ビットマップ情報は、端末に構成されたＤＬ　ＣＣまたは活性化したＤＬ　ＣＣ
を対象に構成することができる。基地局でビットマップ情報を構成する際、ビットマップ
のＭＳＢの位置から有効な情報を表すように設定できる。もし、ある端末の活性化したＤ
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Ｌ　ＣＣまたは構成されたＤＬ　ＣＣが３個のみであると、５ビットを全て用いる必要が
ない。そのため、「ｘｘｘｘｘ」の５ビットにおいて、「１０１ｘｘ」のように、ビット
マップのＭＳＢ位置から有効情報を伝送するように設定することが好ましい。
【０１８１】
　非構成または非活性化したＤＬ　ＣＣが存在する場合に、５ビットが非周期的ＣＳＩ報
告要請の対象となるＤＬ　ＣＣを全て指示してから残ったり使用しなくてもよいビットが
あると、当該ビットを常に「０」に設定することで、端末の誤りや不明確性を除去するこ
とがよい。したがって、上記「１０１ｘｘ」は「１０１００」に設定することが好ましい
。
【０１８２】
　再び図１１を参照すると、Ｓ１１２０段階の上位層シグナリングから、端末は、どのＤ
Ｌ　ＣＣ（または、サービングセル）が非周期的ＣＳＩ測定及び報告の対象となるかを確
認することができる（Ｓ１１３０）。
【０１８３】
　もし、上記の例示のように１番目及び３番目のＤＬ　ＣＣが非周期的ＣＳＩフィードバ
ックの対象となる場合には、端末は、１番目及び３番目のＤＬ　ＣＣに対するチャネル品
質を測定し、関連したＣＳＩを生成することができる（Ｓ１１４０）。
【０１８４】
　また、端末は、測定した非周期的ＣＳＩの報告を、ＰＵＳＣＨ領域を通じて基地局にフ
ィードバックすることができる（Ｓ１１５０）。
【０１８５】
　もし、Ｓ１１１０段階で表４の非周期的ＣＳＩ要請フィールドが「０」に設定されたり
、表５の非周期的ＣＳＩ要請フィールドが「００」に設定された場合には、端末は、非周
期的ＣＳＩ報告動作を行わず、周期的なＣＳＩ報告動作のみを行う。この場合、端末はＰ
ＵＳＣＨ領域ではなくＰＵＣＣＨ領域を通じて基地局にＣＳＩ報告を行うことができる。
【０１８６】
　また、Ｓ１１１０段階で表５の非周期的ＣＳＩ要請フィールドが「０１」に設定された
場合には、Ｓ１１２０段階の上位層シグナルとは無関係に、ＳＩＢ２連係しているＤＬ　
ＣＣに対してのみＣＳＩを測定し、非周期的ＣＳＩ報告動作を行うことができる。
【０１８７】
　図１２は、本発明のさらに他の実施例として、図１乃至図１１で説明した本発明の実施
例を実行できる端末及び基地局を示す図である。
【０１８８】
　端末は、上りリンクでは送信機として動作し、下りリンクでは受信機として動作できる
。また、基地局は、上りリンクでは受信機として動作し、下りリンクでは送信機として動
作できる。
【０１８９】
　すなわち、端末及び基地局は、情報、データ及び／またはメッセージの送信及び受信を
制御するために、それぞれ、送信モジュール（Ｔｘ　ｍｏｄｕｌｅ）１２４０，１２５０
及び受信モジュール（Ｒｘ　ｍｏｄｕｌｅ）１２５０，１２７０を備えることができ、情
報、データ及び／またはメッセージを送受信するためのアンテナ１２００，１２１０）な
どを備えることができる。
【０１９０】
　また、端末及び基地局は、それぞれ、上述した本発明の実施例を実行するためのプロセ
ッサ（Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）１２２０，１２３０と、プロセッサの処理過程を臨時的にま
たは持続的に格納できるメモリー１２８０，１２９０と、をそれぞれ備えることができる
。また、図１２の端末及び基地局は、ＬＴＥシステム及びＬＴＥ－Ａシステムを支援する
ためのＬＴＥモジュール及び低電力ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）／ＩＦ（Ｉ
ｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールの少なくとも一つをさらに備
えることができる。
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【０１９１】
　移動端末及び基地局に備えられている送信モジュール及び受信モジュールは、データ伝
送のためのパケット変復調機能、高速パケットチャネルコーディング機能、直交周波数分
割多重接続（ＯＦＤＭＡ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）パケットスケジューリング、時分割デュプレック
ス（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）パケットスケジューリング及
び／またはチャネル多重化機能を行うことができる。
【０１９２】
　図１２で説明した装置は、図１乃至図１１で説明した方法を具現できる手段である。上
述した移動端末及び基地局装置の構成成分及び機能を用いて本発明の実施例を実行するこ
とができる。
【０１９３】
　例えば、端末のプロセッサは、ＵＳＳまたはＣＳＳをモニタリングして、ＵＬグラント
及び／またはＣＩＦを含むＰＤＣＣＨ信号を受信することができる。特に、ＬＴＥ－Ａ端
末では、拡張されたＣＳＳに対してＢＤを行うことによって、他のＬＴＥ端末とのＰＤＣ
ＣＨ信号に対するブロッキング無しにＰＤＣＣＨを受信することができる。また、端末の
プロセッサは、基地局から受信した非周期ＣＳＩ報告要請フィールドを確認して、ＣＳＩ
を測定するＤＬ　ＣＣまたはサービングセルを確認し、当該ＤＬ　ＣＣに対するＣＳＩ測
定及び非周期的ＣＳＩ報告を制御することができる。
【０１９４】
　一方、本発明において、移動端末としては、個人携帯端末機（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、セルラーフォン、個人通信サービス（ＰＣ
Ｓ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）フォン、ＧＳＭ
（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ）フォン、ＷＣＤＭ
Ａ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ）フォン、ＭＢＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ
　Ｓｙｓｔｅｍ）フォン、ハンドヘルドＰＣ（Ｈａｎｄ－Ｈｅｌｄ　ＰＣ）、ノートブッ
ク型ＰＣ、スマート（Ｓｍａｒｔ）フォンまたはマルチモードマルチバンド（ＭＭ－ＭＢ
：Ｍｕｌｔｉ　Ｍｏｄｅ－Ｍｕｌｔｉ　Ｂａｎｄ）端末機などを用いることができる。
【０１９５】
　ここで、スマートフォンとは、移動通信端末機と個人携帯端末機のメリットを結合した
端末機で、移動通信端末機に、個人携帯端末機の機能である日程管理、ファックス送受信
及びインターネット接続などのデータ通信機能を組み合わせた端末機のことを意味する。
また、マルチモードマルチバンド端末機とは、マルチモデムチップを組み込んでおり、携
帯インターネットシステム及び他の移動通信システム（例えば、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）２０００システム、ＷＣＤＭＡ（Ｗ
ｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ）システム等）のいずれにおいても作動可能な端末機のことを
いう。
【０１９６】
　本発明に係る実施例は、様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒ
ｍｗａｒｅ）、ソフトウェアまたはそれらの結合などにより具現することができる。
【０１９７】
　ハードウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、一つまたはそれ以上の
ＡＳＩＣｓ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉ
ｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、
ＤＳＰＤｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）
、ＰＬＤｓ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（
ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コン
トローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどにより具現することができる
。
【０１９８】
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　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、以上
で説明された機能または動作を行うモジュール、手順または関数などの形態とすることが
できる。例えば、ソフトウェアコードは、メモリーユニット１２８０，１２９０に格納さ
れて、プロセッサ１２２０，１２３０により駆動されてよい。メモリーユニットは、プロ
セッサの内部または外部に設けられて、公知の様々な手段によりプロセッサとデータを交
換することができる。
【０１９９】
　本発明は、本発明の技術的思想及び必須特徴から逸脱しない範囲で他の特定の形態に具
体化可能であるということは、当業者にとっては明らかである。したがって、上記の詳細
な説明は、いずれの面においても制約的に解釈されてはならず、例示的なものとして考慮
されなければならない。本発明の範囲は、添付した請求項の合理的な解釈により決定され
るべきであり、よって、本発明の等価的範囲内における変更はいずれも本発明の範囲に含
まれる。なお、特許請求の範囲で明示的な引用関係を有しない請求項を結合して実施例を
構成したり、出願後の補正により新しい請求項として含めることができる。
【産業上の利用可能性】
【０２００】
　本発明の各実施例は、様々な無線接続システムに適用することができる。様々な無線接
続システムの例には、３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉ
ｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥシステム、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａシステム、３ＧＰＰ２及び
／またはＩＥＥＥ８０２．ｘｘ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａ
ｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ　８０２）システムなどがある。本発
明の実施例は、上記の様々な無線接続システムの他に、上記の様々な無線接続システムを
応用したいずれの技術分野にも適用することができる。

【図１】 【図２】
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